
平成 24 年度 第 12 回東区協議会次第 

日時：平成 25年 2 月 28 日（木）午後 1時 30 分から 

会場：長上公民館 1階 ホール 

 

1 開会 

 
2 会長あいさつ 

 
3 議事 

（1）協議事項について 

  ア 浜松市廃棄物の減量及び資源化並びに適正処理等に関する条例（案）について 

                               【資源廃棄物政策課】 

 
  イ 平成 24 年度地域力向上事業について                 【区振興課】 

 
（2）報告事項について 

ア 災害廃棄物広域処理の終了見通しについて     【廃棄物処理施設管理課】 

 
イ 地域環境美化活動推進奨励金の統一について      【資源廃棄物政策課】 

 
ウ 平成 25 年度東区役所費の当初予算案及び主要事業の概要について 

                                【区振興課】 

エ 平成 24 年度地域力向上事業の中間報告について         【区振興課】 

 
（3）地域課題について 

   各委員会報告 

 
4 その他 

（1）その他 

 
（2）会議日程 

３月の開催予定 日時：平成 25 年 3 月 26 日（火）午後 1 時 30 分から 

会場：東区役所 3 階 31、32 会議室 

４月の開催予定 日時：平成 25 年 4 月   日（ ）午後 1 時 30 分から 

会場：東区役所 3 階 31、32 会議室 

 
5 閉会 
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 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   ■協議事項   □報告事項 

件  名 
浜松市廃棄物の減量及び資源化並びに適正処理等に関する条例（案）に

ついて 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等） 

 
本市では家庭ごみの出し方に関するルールの統一をはじ

めとして、ごみの適正処理や減量、資源化等について様々な

取り組みを行っているところですが、今後こうした取り組み

をより一層強化していくために、市の取り組みの基礎となる

条例を改正していくこととしました。 

 
【背景】 

○ごみを取り巻く環境は、「減量」や「資源化」、「適正処理」

といった視点が益々重要となってくるものと思われます。 
○昨今、集積所からごみが持ち去られる事案が発生してお

り、市と地域で作り上げているごみ収集にかかるルールや

信頼関係が損なわれる恐れがあります。 

○本市の一般廃棄物の４割近くを占める事業系一般廃棄物

の減量を図る必要があります。 

 

対象の区協議会 全ての区協議会 

内  容 

 
現在の「浜松市廃棄物の処理及び清掃に関する条例」を全

面改正します。改正にあたり、パブリックコメントにて、市

民の皆さんからのご意見を募集します。 

 
【主な改正内容】 

○減量、資源化といった視点を加えつつ、市、市民、事業者

が一体となって取り組むべきとする考え方を取り入れて

いきます。（名称についても標記のとおりに改称します。） 
○集積所からごみを「持ち去る」行為を禁止し、罰則（２０

万円以下の罰金）を設けます。 

○一定の規模要件に該当する事業所に減量・資源化・適正処

理計画書の提出と事業系一般廃棄物管理責任者の選任を

義務づけて、事業系一般廃棄物の減量等を促進します。 

 

備 考 
（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

パブリックコメント募集期間 

平成 25年 2 月 27 日（水）～3 月 28 日（木） 

条例施行：平成 26 年 4月１日（一部平成 26年 1 月 1 日） 

担当課 資源廃棄物政策課 担当者 下位基弘 電話 053-453-0026 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。 





 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   ■協議事項   □報告事項 

件  名  地域力向上事業について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等） 

地域力向上事業は、地域で困っていることを解決したり、地

域の魅力を活用したりすることで、住みよい地域社会の実現を

目指す事業です。 

 
〇市民提案による住みよい地域づくり助成事業 

  団体の提案の基づき、市が公益上の必要性を認め、団体が

自主的に取り組む事業に対し、市から補助金を交付すること

で、効果が期待できる事業 

 
 〇地域課題を解決する区企画事業 

  市民や団体からの提案やアイデアをもとに、地域課題の解

決、地域資源の活用等について、市民協働の観点を取り入れ、

区が企画・実施する事業 

対象の区協議会 東区 

内  容 

〇提案事業 1件の意見聴取 

 ・区企画事業 1件 

  「～人と人 心ふれあう 東区～ 教育講演会 

    生きる －親として、人として（子育て論）－」 

 ※資料は当日配布します。 

備 考 
（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

 

担当課 東区・区振興課 担当者 鈴木勝久・服部 電話 424-0115 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。 



 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   □協議事項   ■報告事項 

件  名  災害廃棄物広域処理の終了見通しについて 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等） 

 
背景： 東日本大震災により生じた災害廃棄物の広域的な処理

が求められている。 

 
経緯： 平成 24 年 9月 26 日に市長が広域処理への協力につい

て表明をし、10 月 18 日から東日本大震災により生じ

た災害廃棄物の広域処理（岩手県山田町・大槌町の木

くず）を実施しているが、概ね平成 25年 3月末で終了

する見通しとなった。 

 
課題： 情報公開をして、市民の理解に努めていく。 

対象の区協議会 全区協議会 

内  容 

 
・平成 24 年 10 月 18 日から西部清掃工場において、岩手県山

田町と大槌町の災害廃棄物（木くず）の焼却を行っている。 
・平成 25 年 1月 25 日に環境省が「東日本大震災に係る災害廃

棄物の処理工程表」の見直しを発表した。 

・そのなかで、岩手県における木くずの広域処理必要量が

29,900 トンに減少し、静岡県への受入依頼量も 3,500 トン

へと減少した。 

・既に、静岡県内で処理をした分を含めると、静岡県での受入

は概ね平成 25年 3月末で終了する見通しとなった。 

備 考 
（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

 

担当課 
廃棄物処理施設

管理課 
担当者 小野田 光徳 電話 ４５３－６１４１ 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。 
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平成２５年２月２８日  

 東区協議会 
廃棄物処理施設管理課  

 
災害廃棄物広域処理の終了見通しについて 

 
 平成 25 年 1 月 25 日に環境省が「東日本大震災に係る災害廃棄物の処理工程表」の見直し

を発表しました。 

 東日本の 13 道県 247 市町村において、約 2,039 万トンの災害廃棄物が発生し、131 市町村

で処理が完了しました。全体の約 47%、965 万トンが処理されました。 
 
１ 岩手県における処理の状況について 

 静岡県が広域支援を行っている岩手県については、昨年 7 月末の 19%から 12 月末で 38%と

処理が進捗しています。 

 【岩手県の処理状況】                        （単位：千トン） 
処理量 

 推計量 
再生利用 焼却 埋立 合計 ％ 

7 月末 3,947 587 146 9 742 19% 

12 月末 3,657 1,164 184 42 1,389 38% 

 
２ 岩手県における広域処理必要量について 

 岩手県における広域処理必要量は、処理対象量の精査を実施し、県内処理の拡大に努めた

結果、広域処理の必要量は約 30 万トンとなりました。 

 【岩手県における広域処理必要量】                                    （単位：千トン） 

 可燃物 木くず 不燃混合物 漁具・魚網 合計 

7 月末 170 120 50 80 420 

12 月末 180 30 70 20 300 

 

３ 岩手県における木くずの広域処理必要量について 

 岩手県における木くずの広域処理必要量は、昨年 8月 7日発表から 13,900 トンの減となり

ました。 
 【岩手県における木くずの広域処理必要量】                 （単位：トン） 

 
8 月 7 日発表 

(7 月末現在) 

１月 25 日発表 

(12 月末現在) 
数量変化 

洋野町 0 900 900 

久慈市 0 4,500 4,500 

野田村 12,400 1,700 ▲10,700 

山田町 8,900 2,200 ▲6,700 

大槌町 22,500 1,600 ▲20,900 

陸前高田市 0 19,000 19,000 

合計 43,800 29,900 ▲13,900 
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 木くずの必要量が減少した理由 

  ①仮置場に搬入されたものの空隙が当初想定より多かったため比重を下方修正 

  ②経年変化や作業に伴う粉砕化 

  ③予想以上に土砂の混合があったこと 

 

４ 静岡県への広域処理受入依頼量について 

 静岡県への広域処理受入依頼量は、昨年 8 月 7日発表から 20,000 トンの減となりました。 

 【静岡県への受入依頼量】                 （単位：トン） 

 

 

５ 今後の見通しについて 

今回要請された量から既に受入済みの量を引いたものが、これからの県内での処理量にな

ります。見直しされた静岡県の処理計画によると 1,470t（別紙）が全体としての浜松市への

要請量となります。 
また、環境省の発表によれば、木くずは既に実施中等の受入先で着実に処理を実施するこ

とによって、早期に終了する（概ね平成 25 年 3月）とのことです。 

  

 
8 月 7 日発表 

(7 月末現在) 

1 月 25 日発表 

(12 月末現在) 
数量変化 

山田町 8,900 2,200 ▲6,700 

大槌町 14,600 1,300 ▲13,300 

合計 23,500 3,500 ▲20,000 
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１ 月別処理量（静岡県の受入れ処理計画から） 

 

ア 山田町分 （単位：トン）

～1月 2月 3月 小計(2、3月) 計

1,157 484 559 1,043 2,200
静岡市 29 0 0 0 29

浜松市 672 268 295 563 1,235

島田市 378 168 194 362 740

富士市 16 36 58 94 110

裾野市 62 12 12 24 86

イ 大槌町分 （単位：トン）

～1月 2月 3月 小計(2、3月) 計

1,176 124 0 124 1,300
静岡市 949 116 0 116 1,065

浜松市 227 8 0 8 235

島田市 0 0 0 0 0

富士市 0 0 0 0 0

裾野市 0 0 0 0 0

ウ 　計（山田町分＋大槌町分） （単位：トン）

～1月 2月 3月 小計(2、3月) 計

2,333 608 559 1,167 3,500
静岡市 978 116 0 116 1,094

浜松市 899 276 295 571 1,470

島田市 378 168 194 362 740

富士市 16 36 58 94 110

裾野市 62 12 12 24 86

処　理　量

処　理　量

処　理　量

 

 

２ 浜松市の処理実績 

（単位：トン） 

 山田町搬出分 大槌町搬出分 合計 

試験焼却 20.06 21.69 41.75 

１０月 109.97 31.81 141.78 

１１月 330.25 ― 330.25 

１２月 125.55 86.62 212.17 

１月 86.14 87.10 173.24 

合 計 671.97 227.22 899.19 

 

別 紙 
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３ 放射能濃度の測定結果 

                           （単位：Bq / ㎏ ）  （ ）は検出下限値 

 木質チップ 溶融飛灰固化物 

採取日 Cs134 Cs137 合計 Cs134 Cs137 合計 

H24.10.23 不検出 (11) 10 (9) 10 19 (6) 38 (7) 57  

H24.10.30 不検出 (13) 不検出 (11) 不検出 31 (7) 71 (5) 102  

H24.11.15 不検出 (10) 不検出 (11) 不検出 27 (5) 43 (5) 70  

H24.11.12 不検出 (8) 不検出 (10) 不検出 24 (6) 44 (7) 68  

H24.11.19 不検出 (6) 8 (6) 8 26 (6) 52 (6) 78  

H24.11.26 不検出 (7) 7 (6) 7 31 (6) 52 (6) 83  

H24.11.30 不検出 (7) 不検出 (8) 不検出 24 (5) 42 (7) 66  

H24.12. 3 不検出 (7) 不検出 (9) 不検出 23 (5) 40 (5) 63   

H24.12.10 不検出 (8) 不検出 (9) 不検出 22 (5) 41 (6) 63  

H24.12.19 不検出 (7) 不検出 (8) 不検出 21 (5) 38 (6) 59  

H24.12.24 ―  ― ―  ― ― 21 (5) 34 (7) 55  

H25.11.17 ―  ― ―  ― ― 17 (6) 30 (6) 47  

H25.11.14 ―  ― ―  ― ― 10 (6) 26 (5) 36  

H25.11.21 不検出 (6) 不検出 (7) 不検出 ―  ― ―  ― ― 

H25.11.23 ―  ― ―  ― ― 14 (5) 29 (6) 43 

H25.11.28 不検出 (10) 不検出 (9) 不検出 17 (7) 36 (6) 53 

  

基準 ※静岡県の基準：100Bq/kg を超えないこと。 
※国の基準：8,000Bq/kg を超えないこと。 

※浜松市の基準：282Bq/kg を超えないこと。 

 

４ 空間線量率の測定結果 

                       （単位：μSv / h） 

10 月 24 日～1月 28 日 
測定箇所 

平均値 高値 低値 

敷地境界(４点) 0.05 0.08 0.04 
西部清掃工場 

バックグラウンド 0.05 0.06 0.04 

計量棟付近 0.06 0.07 0.05 

埋立場所 0.08 0.11 0.07 

敷地境界（８点） 0.05 0.08 0.03 
平和 終処分場 

バックグラウンド 0.07 0.08 0.06 

 ※ 空間線量率は、毎週測定している。 



 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   □協議事項   ■報告事項 

件  名  地域環境美化活動推進奨励金の統一について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等） 

 
現状：各地域で異なる活動と支援（環境美化推進員への謝礼

及び地域環境美化活動推進奨励金）が行われていま

す。なお、平成 24 年度から名称を環境美化推進員に

統一し、全地域でごみの集積所の管理や地域の環境美

化活動等に取り組んでいます。 

   北区細江町  推進員謝礼 30,000 円/人× 66 人 

   北区三ヶ日町 推進員謝礼 28,000 円/人× 30 人 

   浜北区    推進員謝礼 20,000 円/人×255 人 

＋奨励金（100 円/世帯×30,000 世帯 
＋5,000 円/町内会） 

   旧浜松地域  奨励金 50 円/世帯×240,000 世帯 

   北区引佐町  奨励金 50 円/世帯× 4,600 世帯 

   旧天竜地域  奨励金 200 円/世帯× 7,000 世帯 

 
経過：浜松市自治会連合会へは、地域環境美化活動推進奨励

金の統一について調整済みである。 

対象の区協議会  全ての区協議会 

内  容 

 
自治会による地域美化活動を推進するため、全自治会に地

域環境美化活動推進協力金を世帯数に応じて交付します。 
 
１ 名称 

地域環境美化活動推進協力金 

２ 協力金の額（年額） 

世帯数×80 円／世帯 

（100 世帯以下の自治会は、 

世帯数×50 円／世帯＋3,000 円） 

３ 実施時期 

平成 25年 4 月 1日から 

  
備 考 

（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 
 

担当課 
資源廃棄物政

策課 
担当者 高村 保計 電話 453-6192 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。 



＜資料＞

　地域環境美化活動推進奨励金関係事業一覧（平成２４年度）
※各地域の推進員の名称は、平成23年度以前の旧名称です。平成24年度から推進員の名称は、「環境美化推進員」に統一しています。 資源廃棄物政策課

浜松 浜北 天竜 舞阪 雄踏 細江 引佐 三ケ日 春野 佐久間 水窪 龍山

環境美化推
進員制度

清潔で快適な生活
環境を確保するた
め、自治会を主に環
境美化推進団体及
び環境美化推進員
に胸章等を交付す
る。

(旧制度…H23)
2,586人
254/405自治会
4団体
＜謝礼＞
なし
＜任期＞
３年（再任を妨げな
い）

清潔で快適な生活
環境を確保するた
め、町内会から推薦
されたごみ減量推進
員を市長が委嘱し、
町内会役員等と協
力して、ごみ分別指
導等を実施する。
＜推進員数＞
255人(109町内会)
全自治会
＜謝礼＞
20,000円／人
5,100千円
＜任期＞
１年（再任を妨げな
い）
＜その他＞
年1回研修会を実施
ジャンパー、帽子等
を配布。推進員の傷
害保険加入
経費　969千円

「分別協力員制度」
といい、各地区のご
みステーションにお
いて分別におけるア
ドバイザー的な役割
を担うものである。
主に自治会から推
薦していただく。任
期、人数などは各自
治会で決めてもら
う。
＜分別協力員数＞
215人
＜謝礼＞
なし
＜その他＞
年１回　説明会を開
催
経費等　60千円

(H19事業廃止)
廃止後、自治会によ
る自主的活動もあ
る。

リサイクル推進員業
務委託
資源ごみ集積所に
おける分別・マナー
の指導を自治会へ
委託
8地区　500円/回/
人　週2回
事業費　288千円

(H18事業廃止)

該当なし 清潔で快適な生活
環境を確保するた
め、自治会選出のご
み減量推進員が協
力して、ごみ分別指
導等を実施する。※
指導用腕章を貸与
＜ごみ減量推進員
数＞
66人
＜謝礼＞
30,000円/人
1,980千円
20自治会、26集積
所

町内各自治会に設
置されている環境美
化部長によるごみ処
理関係・地域環境美
化等の会議、研修
等の事務
＜謝礼＞
なし

ごみ問題や環境美
化に対する意識の
高揚を図り、美しく豊
かな、自然や環境を
創造する。
＜生活環境推進員
＞
ごみ排出指導、啓発
30全自治会
30名
＜謝礼＞
28,000円/人/年
840千円

各自治会から1人の
環境衛生自治推進
員を選出し、地域の
環境美化活動の
リーダーとして活動
してもらうための研
修等行う。
＜構成員＞
自治会代表者　43
人
＜謝礼＞
なし

該当なし 該当なし 該当なし

地域環境美
化活動推進
奨励金交付

事業

地域の環境美化活
動をより一層推進す
るために、清掃活動
並びにごみの散乱
及び不法投棄の防
止等に関する活動
を行う自治会に対し
奨励金を交付する。
＜交付額＞
50円/世帯
12,000千円
＜交付先＞
405自治会

ごみ集積所における
ごみ分別指導の活
動を行う町内会に対
して、奨励費を交付
する。
＜交付額＞
均等割　5,000円/町
内会
世帯割　100円/世
帯
3,545千円
＜交付先＞
予定109町内会

市内各所にある資
源ごみステーション
において、資源ごみ
を運搬できるよう分
別集荷し、もって生
活環境の保全を図
るため、自治会に対
し奨励費を交付す
る。
＜交付額＞
200円/世帯
1,400千円
7,000世帯

（関連事業）
（老人クラブ清掃委
託）町老人クラブ連
合会に年間を通じて
各地区における清
掃を委託する。
委託料　　600千円

(H18事業廃止)

該当なし （関連事業）
資源物集団回収奨
励金交付事業
ステーション回収：
回収量に対し1キロ
グラム当たり3円を
補償した額を交付

(H19集団回収制度
に統一)

(H21から事業実施)
浜松地域と同様の
奨励金を交付する。
＜交付額＞
50円/世帯
230千円
34自治会

（関連事業）
ごみ集積所管理協
力交付金
(20千円/自治会)
事業費 660千円

(H20事業廃止)

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

＜活動状況＞
＜浜松＞ ＜浜北区＞ ＜細江町＞ ＜三ヶ日町＞



 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   □協議事項   ■報告事項 

件  名  平成 25年度東区役所費の当初予算案及び主要事業の概要について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等） 
― 

対象の区協議会 東区協議会 

内  容 

平成 25 年度東区役所費の当初予算案及び主要事業の概要に

ついて報告するもの。 

詳細は別紙のとおり。 

備 考 
（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 
 

担当課 区振興課 担当者 瀧井智行 電話 424-0115 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。 



 
東区役所

（単位：千円）

25年度当初
予算額Ａ

24年度当初
予算額Ｂ

増減
（Ａ-Ｂ）

東区役所費 281,502 216,501 65,001

人件費（附属機関の委員等） 2,070 2,674 △ 604

区管理運営事業 48,270 50,597 △ 2,327

広聴広報活動事業 0 1,664 △ 1,664

協働センター管理運営事業 50,673 53,058 △ 2,385

区協議会運営事業 330 680 △ 350

地域力向上事業 13,617 16,700 △ 3,083

行政連絡文書配布事業 44,712 44,390 322

自治会振興事業 119,830 46,738 73,092

歴史街道文化振興事業 2,000 2,000

・市民提案による住みよい地域づくり助成事業（補助金）
・（新規）区民活動・文化振興事業
・（新規）区課題解決事業

地域資源である歴史街道を生かした特色ある地域づくりを推進す
る経費
※市民協働・地域政策課からの予算付替による増

行政連絡文書（広報はままつ等）の配布に要する経費
※配布世帯数の増

・自治会集会所整備助成事業　　※申請希望自治会の増
・防犯灯設置維持管理助成事業　※制度改正(LED化促進)による増

区協議会の運営に要する事務費
※H24臨時経費（旅費）の減、消耗品管理方法の見直しによる減

平成２５年度　東区役所費　予算案の概要

費用項目 内  　容

庁舎、市有地、公用車の維持管理ほか
※H24臨時経費（庁舎設備保守業務委託等）の減、消耗品管理方法
の見直しによる減、契約方法の見直しによる減　等

市政広報に要する経費
※広聴広報課への予算付替による減

協働センター５館、附設体育館５館に係る管理運営経費
※H24臨時経費（修繕費）の減、空調設備更新による光熱水費の減
等

・産業医報酬　　　※職員厚生課への予算付替による減
・区協議会委員報酬

１



平成25年度　地域力向上事業一覧

予算額 事業内容

13,617

3,800

◆区民活動・文化振興事業 5,797

東区俳句の里づくり事業 2,500
「十湖賞」俳句大会の開催、東区内小中高校俳句講座の開催、俳句啓発事業の
開催、入選作品等の活用

第５回東区長杯キンボール大会 365 キンボール教室・審判講習会・キンボール大会の開催

劇団たんぽぽ演劇公演 1,000
演劇の鑑賞を通して、親子の絆を強めると共に知識や教養を深め、情操豊かな
区民（特に児童）を育成するため、演劇鑑賞事業を実施する。

『東区・家康公ゆかりの里』推進事業 1,500
家康公ゆかりの名跡に資源解説板を設置、ウォークイベント等の企画をする
ワークショップの開催、ご当地グルメの開発

東区地域福祉講演会 280
現状や課題等からどのような計画が必要なのか、講師、パネリスト（防災教育
等の講師や区内の団体等代表者など）を招き、シンポジウムを開催する。

東区大型商業施設との連携事業 152
東区大型商業施設の集客力を、浜松市や東区が推進する事業や地域住民の活動
のPRの場として活用する。

◆区課題解決事業 4,020

東区　交通安全声かけ運動
～交通事故ワースト１脱出大作戦～

2,500 交通安全フェアの開催や交通安全サポーターを活用してのキャンペーン等を実
施する。

健康力アップ　in　東区 320
広く区民の利用が見込まれる区内の食品関連事業者と協働で健康情報の発信
し、健康づくりの普及啓発を行う。

中学生自転車危険予知体験教室 1,200

東区内の中学校を会場にして、自転車運転をテーマにしたスタントマンによる
交通事故再現、交通規則の講習、運転講習などを実施し、危険を体験し、予測
する能力を身につけさせるとともに、正しい交通規則を学ばせ、交通事故削減
を図る。また、住民にも参加を呼びかけることで、地域全体の運転マナーを向
上させ、自転車交通事故削減を図る。

事業区分・事業名

◆市民提案による住みよい地域づくり助成事業（補助金）

地域力向上事業

２



平成２５年度　当初予算額　集計表　（東区役所費・本庁配分予算）

H25.2.15現在 （単位：千円）

予算額合計
東区役所費
（Ａ経費）

本庁配分予算
（Ｂ経費）

予算額合計
東区役所費
（Ａ経費）

本庁配分予算
（Ｂ経費）

予算額合計
東区役所費
（Ａ経費）

本庁配分予算
（Ｂ経費）

一般会計

区振興課 75,619 66,287 9,332 85,384 72,315 13,069 △ 9,765 △ 6,028 △ 3,737
税務課 0 0 0 2,252 0 2,252 △ 2,252 0 △ 2,252
区民生活課 276,314 215,215 61,099 199,753 144,186 55,567 76,561 71,029 5,532
社会福祉課 3,024,652 0 3,024,652 2,976,898 0 2,976,898 47,754 0 47,754
長寿保険課 133,158 0 133,158 131,749 0 131,749 1,409 0 1,409
健康づくり課 158,363 0 158,363 151,743 0 151,743 6,620 0 6,620

合計 3,668,106 281,502 3,386,604 3,547,779 216,501 3,331,278 120,327 65,001 55,326

国民健康保険事業特別会計

長寿保険課 1,083 0 1,083 1,081 0 1,081 2 0 2
合計 1,083 0 1,083 1,081 0 1,081 2 0 2

介護保険事業特別会計

長寿保険課 82,289 0 82,289 75,640 0 75,640 6,649 0 6,649
健康づくり課 347 0 347 347 0 347 0 0 0

合計 82,636 0 82,636 75,987 0 75,987 6,649 0 6,649

後期高齢者医療事業特別会計

長寿保険課 2,148 0 2,148 2,248 0 2,248 △ 100 0 △ 100
合計 2,148 0 2,148 2,248 0 2,248 △ 100 0 △ 100

総計

総計 3,753,973 281,502 3,472,471 3,627,095 216,501 3,410,594 126,878 65,001 61,877

平成２５年度当初予算【Ａ】 前年度　当初予算【Ｂ】 増減額【Ａ－Ｂ】

３
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平成２５年度　当初予算額一覧表　（区役所費・本庁配分予算）
（単位：千円）

会計
名称

目
名称

大事業・中事業
名称

H25当初
予算額

H24当初
予算額

所属（予算執行課）
名称

予算とりまとめ課
名称

一般会計 広聴広報費 市政広報事業 787 東区区振興課 広聴広報課
一般会計 地域自治振興費 歴史街道文化振興事業 2,000 東区区振興課 市民協働・地域政策課

一般会計 市民生活費 市民安全対策事業 0 1 東区区振興課 市民生活課
一般会計 東区役所費 人件費　附属機関の委員等 2,070 2,674 東区区振興課 東区区振興課
一般会計 東区役所費 区管理運営事業　区役所運営事業 4,361 6,470 東区区振興課 東区区振興課
一般会計 東区役所費 区管理運営事業　公有財産維持管理事業 2,653 2,653 東区区振興課 東区区振興課
一般会計 東区役所費 区管理運営事業　庁舎維持管理事業 36,229 36,351 東区区振興課 東区区振興課
一般会計 東区役所費 区管理運営事業　公用自動車管理事業 5,027 5,123 東区区振興課 東区区振興課
一般会計 東区役所費 広聴広報活動事業 1,664 東区区振興課 東区区振興課
一般会計 東区役所費 区協議会運営事業 330 680 東区区振興課 東区区振興課
一般会計 東区役所費 地域力向上事業　市民提案による住みよい地域づくり助成事業（補助金） 3,800 8,300 東区区振興課 東区区振興課
一般会計 東区役所費 地域力向上事業　地域課題を解決する区企画事業 8,400 東区区振興課 東区区振興課
一般会計 東区役所費 地域力向上事業 区民活動・文化振興事業 5,797 東区区振興課 東区区振興課
一般会計 東区役所費 地域力向上事業 区課題解決事業 4,020 東区区振興課 東区区振興課
一般会計 東区役所費 歴史街道文化振興事業 2,000 東区区振興課 東区区振興課
一般会計 統計費 基幹統計調査事業　工業統計調査 124 122 東区区振興課 文書行政課
一般会計 統計費 基幹統計調査事業　就業構造基本調査 0 128 東区区振興課 文書行政課
一般会計 統計費 基幹統計調査事業　住宅・土地統計調査 377 44 東区区振興課 文書行政課
一般会計 統計費 基幹統計調査事業　経済センサス 0 671 東区区振興課 文書行政課
一般会計 統計費 統計運営経費 6 11 東区区振興課 文書行政課
一般会計 観光交流振興費 観光交流運営経費 15 15 東区区振興課 観光交流課
一般会計 道路費 交通安全推進事業 94 2,083 東区区振興課 道路課
一般会計 都市計画総務費 都市計画総務運営経費 95 62 東区区振興課 都市計画課
一般会計 土地政策費 土地政策運営経費 18 21 東区区振興課 土地政策課
一般会計 防災費 地域防災計画整備事業 10 0 東区区振興課 危機管理課
一般会計 防災費 防災訓練事業 0 100 東区区振興課 危機管理課
一般会計 防災費 防災施設・資機材管理事業　防災施設・資機材維持管理事業 269 279 東区区振興課 危機管理課
一般会計 防災費 防災施設・資機材管理事業 情報通信事業 5 0 東区区振興課 危機管理課
一般会計 防災費 自主防災組織支援事業　自主防災組織支援調整事業 85 85 東区区振興課 危機管理課
一般会計 防災費 自主防災組織支援事業　自主防災隊資機材等整備費助成事業（補助金） 7,447 7,447 東区区振興課 危機管理課
一般会計 市民税費 賦課徴収事業　市民税等課税事業 645 東区税務課 市民税課
一般会計 市民税費 市民税等管理運営経費 517 東区税務課 市民税課
一般会計 資産税費 賦課徴収事業　固定資産税等課税事業 824 東区税務課 資産税課
一般会計 資産税費 固定資産税等管理運営経費 266 東区税務課 資産税課
一般会計 市民生活費 消費生活推進事業　くらしのセンター運営事業 5 6 東区区民生活課 市民生活課
一般会計 市民サービスセンター費 サービスセンター事業 3,464 3,468 東区区民生活課 市民生活課
一般会計 市民サービスセンター費 サービスセンター管理運営経費 355 355 東区区民生活課 市民生活課
一般会計 東区役所費 協働センター管理運営事業 50,673 53,058 東区区民生活課 東区区振興課
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平成２５年度　当初予算額一覧表　（区役所費・本庁配分予算）
（単位：千円）

会計
名称

目
名称

大事業・中事業
名称

H25当初
予算額

H24当初
予算額

所属（予算執行課）
名称

予算とりまとめ課
名称

一般会計 東区役所費 行政連絡文書配布事業 44,712 44,390 東区区民生活課 東区区振興課
一般会計 東区役所費 自治会振興事業　自治会集会所整備助成事業（補助金） 28,500 8,000 東区区民生活課 東区区振興課
一般会計 東区役所費 自治会振興事業　防犯灯設置維持管理助成事業（補助金） 91,330 38,738 東区区民生活課 東区区振興課
一般会計 スポーツ文化推進費 人件費　附属機関の委員等 1,712 1,712 東区区民生活課 スポーツ振興課
一般会計 スポーツ文化推進費 生涯スポーツ振興事業　スポーツ推進委員等活動支援事業 29 32 東区区民生活課 スポーツ振興課
一般会計 スポーツ文化推進費 生涯スポーツ振興事業　小中学校スポーツ施設開放事業 4,914 4,780 東区区民生活課 スポーツ振興課
一般会計 スポーツ文化推進費 競技スポーツ振興事業　全国大会出場選手等激励事業 108 108 東区区民生活課 スポーツ振興課
一般会計 スポーツ文化推進費 身近なスポーツ施設事業　雄踏グラウンド等維持管理事業 450 284 東区区民生活課 スポーツ振興課
一般会計 スポーツ文化推進費 身近なスポーツ施設事業　スポーツ施設整備事業 0 10 東区区民生活課 スポーツ振興課
一般会計 スポーツ文化推進費 スポーツ文化推進運営経費 13 33 東区区民生活課 スポーツ振興課
一般会計 生涯学習費 生涯学習機会提供事業　学習成果活用支援事業 320 320 東区区民生活課 生涯学習課
一般会計 生涯学習費 地域教育力づくり事業　成人式開催事業 2,053 2,123 東区区民生活課 生涯学習課
一般会計 生涯学習費 協働センター運営事業 講座等開催事業 5,605 5,392 東区区民生活課 生涯学習課
一般会計 生涯学習費 協働センター運営事業 施設整備事業 2,550 3,700 東区区民生活課 生涯学習課
一般会計 市民窓口費 人件費　嘱託 30 30 東区区民生活課 市民生活課
一般会計 市民窓口費 戸籍・住民基本台帳・印鑑登録等事業 2,886 2,705 東区区民生活課 市民生活課
一般会計 市民窓口費 住民基本台帳ネットワーク事業 308 308 東区区民生活課 市民生活課
一般会計 市民窓口費 広域証明交付事業 20 20 東区区民生活課 市民生活課
一般会計 市民窓口費 外国人登録事業 360 東区区民生活課 市民生活課
一般会計 市民窓口費 証明書自動交付機運用事業 73 73 東区区民生活課 市民生活課
一般会計 市民窓口費 市民窓口運営経費 29 29 東区区民生活課 市民生活課
一般会計 公衆衛生費 動物を愛するまちづくり事業　家庭動物管理事業 5 5 東区区民生活課 生活衛生課
一般会計 浄化槽普及費 浄化槽助成事業 34,649 28,166 東区区民生活課 お客様サービス課
一般会計 産業総務費 臨時運行許可事業 1,521 1,548 東区区民生活課 産業政策課
一般会計 社会福祉総務費 民生委員・児童委員事業 20,652 20,518 東区社会福祉課 福祉総務課
一般会計 社会福祉総務費 地域福祉推進事業　地区社会福祉協議会活動支援事業 600 600 東区社会福祉課 福祉総務課
一般会計 社会福祉総務費 戦没者遺家族等援護事業　戦没戦災遺家族等援護事業 67 74 東区社会福祉課 福祉総務課
一般会計 社会福祉総務費 法外援護事業　行旅死亡人取扱い及び緊急援護事業 46 46 東区社会福祉課 福祉総務課
一般会計 社会福祉総務費 法外援護事業　ホームレス自立支援事業 14 14 東区社会福祉課 福祉総務課
一般会計 社会福祉総務費 社会福祉総務運営経費 237 311 東区社会福祉課 福祉総務課
一般会計 障害者福祉費 障害福祉システム事業 90 60 東区社会福祉課 障害保健福祉課
一般会計 障害者福祉費 障害者自立支援給付事業　介護給付等事業 197 162 東区社会福祉課 障害保健福祉課
一般会計 障害者福祉費 障害者自立支援給付事業　障害程度区分審査会運営事業 41 21 東区社会福祉課 障害保健福祉課
一般会計 障害者福祉費 障害者自立支援給付事業　自立支援医療事業 16 20 東区社会福祉課 障害保健福祉課
一般会計 障害者福祉費 障害者自立支援給付事業　補装具給付事業 11,150 12,706 東区社会福祉課 障害保健福祉課
一般会計 障害者福祉費 障害者地域生活支援事業　相談支援事業 16 9,095 東区社会福祉課 障害保健福祉課
一般会計 障害者福祉費 障害者地域生活支援事業　障害者日常生活用具給付等事業 21,946 20,812 東区社会福祉課 障害保健福祉課
一般会計 障害者福祉費 障害者地域生活支援事業　障害者生活支援・社会支援事業 7,811 8,439 東区社会福祉課 障害保健福祉課
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一般会計 障害者福祉費 障害者生活支援事業　障害者相談員派遣事業 273 323 東区社会福祉課 障害保健福祉課
一般会計 障害者福祉費 障害者福祉運営経費 627 537 東区社会福祉課 障害保健福祉課
一般会計 次世代育成費 児童健全育成事業　放課後児童会運営支援事業 30,568 30,717 東区社会福祉課 次世代育成課
一般会計 次世代育成費 児童健全育成事業　なかよし館・児童館運営事業 31 31 東区社会福祉課 次世代育成課
一般会計 次世代育成費 児童健全育成事業　児童遊園地支援事業 1,015 1,015 東区社会福祉課 次世代育成課
一般会計 子ども保護対策費 人件費　附属機関の委員等 0 44 東区社会福祉課 子育て支援課
一般会計 子ども保護対策費 こども保護対策事業　児童家庭相談事業 202 196 東区社会福祉課 子育て支援課
一般会計 子ども保護対策費 こども保護対策事業　母子生活支援・助産施設保護事業 26 21 東区社会福祉課 子育て支援課
一般会計 子育て支援費 子育て支援運営経費 40 50 東区社会福祉課 子育て支援課
一般会計 家庭福祉費 人件費　附属機関の委員等 120 120 東区社会福祉課 子育て支援課
一般会計 家庭福祉費 ひとり親家庭等支援事業　母子家庭等医療費助成事業 72 72 東区社会福祉課 子育て支援課
一般会計 家庭福祉費 ひとり親家庭等支援事業　児童扶養手当支給事業 271 270 東区社会福祉課 子育て支援課
一般会計 家庭福祉費 ひとり親家庭等支援事業　ひとり親家庭等自立支援手当支給事業 45 48 東区社会福祉課 子育て支援課
一般会計 家庭福祉費 家庭福祉支援事業　乳幼児医療費助成事業 230 921 東区社会福祉課 子育て支援課
一般会計 家庭福祉費 家庭福祉支援事業　小・中学生医療費助成事業 266 291 東区社会福祉課 子育て支援課
一般会計 家庭福祉費 家庭福祉支援事業　子ども手当支給事業 0 132 東区社会福祉課 子育て支援課
一般会計 家庭福祉費 家庭福祉支援事業 児童手当支給事業 1,492 3,252 東区社会福祉課 子育て支援課
一般会計 家庭福祉費 女性相談保護事業 97 108 東区社会福祉課 子育て支援課
一般会計 保育所費 人件費　附属機関の委員等 1,086 1,085 東区社会福祉課 保育課
一般会計 保育所費 市立保育所管理運営事業　市立保育所運営事業 12,228 12,687 東区社会福祉課 保育課
一般会計 保育所費 市立保育所管理運営事業　保育材料及び児童給食賄料事業 29,212 29,085 東区社会福祉課 保育課
一般会計 保育所費 市立保育所管理運営事業　市立保育所特別保育推進事業 1,683 1,664 東区社会福祉課 保育課
一般会計 保育所費 病児・病後児保育事業 12,225 10,225 東区社会福祉課 保育課
一般会計 保育所費 民間保育所等助成事業　民間保育所運営事業 1,238,638 1,222,121 東区社会福祉課 保育課
一般会計 保育所費 民間保育所等助成事業　民間保育所事業費助成事業（補助金） 133,393 141,275 東区社会福祉課 保育課
一般会計 保育所費 民間保育所等助成事業　民間保育所入所児童処遇向上費助成事業（補助金） 144,315 137,692 東区社会福祉課 保育課
一般会計 保育所費 保育事業運営経費 608 666 東区社会福祉課 保育課
一般会計 障害児福祉費 障害児自立支援給付事業　障害児通所支援事業 58 28 東区社会福祉課 障害保健福祉課
一般会計 障害児福祉費 障害児自立支援給付事業　補装具給付事業 3,549 2,850 東区社会福祉課 障害保健福祉課
一般会計 障害児福祉費 障害児地域生活支援事業　障害児日常生活用具給付等事業 2,199 1,893 東区社会福祉課 障害保健福祉課
一般会計 障害児福祉費 障害児地域生活支援事業　障害児生活支援・社会支援事業 19,971 19,183 東区社会福祉課 障害保健福祉課
一般会計 障害児福祉費 障害児福祉手当等給付事業　特別児童扶養手当事務事業 130 130 東区社会福祉課 障害保健福祉課
一般会計 障害児福祉費 障害児福祉手当等給付事業　障害児福祉手当給付事業 15 15 東区社会福祉課 障害保健福祉課
一般会計 障害児福祉費 障害児福祉手当等給付事業　重度障害児扶養手当給付事業 17 17 東区社会福祉課 障害保健福祉課
一般会計 生活保護運営費 生活保護適正実施事務事業 1,353 1,172 東区社会福祉課 福祉総務課
一般会計 生活保護運営費 生活保護扶助事業　生活扶助事業 474,000 470,000 東区社会福祉課 福祉総務課
一般会計 生活保護運営費 生活保護扶助事業　住宅扶助事業 240,000 235,000 東区社会福祉課 福祉総務課
一般会計 生活保護運営費 生活保護扶助事業　教育扶助事業 8,300 8,500 東区社会福祉課 福祉総務課
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一般会計 生活保護運営費 生活保護扶助事業　医療扶助事業 517,000 491,000 東区社会福祉課 福祉総務課
一般会計 生活保護運営費 生活保護扶助事業　介護扶助事業 53,200 40,500 東区社会福祉課 福祉総務課
一般会計 生活保護運営費 生活保護扶助事業　出産扶助事業 204 204 東区社会福祉課 福祉総務課
一般会計 生活保護運営費 生活保護扶助事業　生業扶助事業 3,700 5,800 東区社会福祉課 福祉総務課
一般会計 生活保護運営費 生活保護扶助事業　葬祭扶助事業 1,700 1,400 東区社会福祉課 福祉総務課
一般会計 生活保護運営費 生活保護扶助事業　施設事務事業 18,000 14,000 東区社会福祉課 福祉総務課
一般会計 労働・雇用事業費 失業者住宅手当緊急特別措置事業 9,610 17,680 東区社会福祉課 福祉総務課
一般会計 国民年金費 国民年金受託事務事業 347 539 東区長寿保険課 国保年金課
一般会計 老人福祉費 高齢者施設運営事業　竜西荘管理運営事業 29,771 29,771 東区長寿保険課 高齢者福祉課
一般会計 老人福祉費 高齢者施設運営事業　施設整備事業 1,086 1,780 東区長寿保険課 高齢者福祉課
一般会計 老人福祉費 高齢者施設運営事業　施設用地管理事業 6,423 6,423 東区長寿保険課 高齢者福祉課
一般会計 老人福祉費 地域高齢者見守り・支援事業 40 140 東区長寿保険課 高齢者福祉課
一般会計 老人福祉費 敬老支援事業 46,965 42,575 東区長寿保険課 高齢者福祉課
一般会計 老人福祉費 老人クラブ支援事業 3,600 2,775 東区長寿保険課 高齢者福祉課
一般会計 老人福祉費 高齢者集会施設ユニバーサルデザイン化助成事業（補助金） 1,659 東区長寿保険課 高齢者福祉課
一般会計 老人福祉費 高齢者社会参加促進事業 208 208 東区長寿保険課 高齢者福祉課
一般会計 老人福祉費 高齢者生活支援事業　日常生活上の軽度援助事業 53 101 東区長寿保険課 高齢者福祉課
一般会計 老人福祉費 高齢者生活支援事業　高齢者日常生活用具給付等事業 626 721 東区長寿保険課 高齢者福祉課
一般会計 老人福祉費 高齢者生活支援ハウス事業 8,120 8,003 東区長寿保険課 高齢者福祉課
一般会計 老人福祉費 養護老人ホーム入所事業 32,000 33,286 東区長寿保険課 高齢者福祉課
一般会計 老人福祉費 高齢者住宅改造助成事業（補助金） 3,870 3,725 東区長寿保険課 高齢者福祉課
一般会計 老人福祉費 高齢者福祉運営経費 33 33 東区長寿保険課 高齢者福祉課
一般会計 後期高齢者医療事業費 後期高齢者健診事業 16 10 東区長寿保険課 国保年金課
一般会計 障害者福祉費 障害福祉システム事業 30 東区健康づくり課 障害保健福祉課
一般会計 障害者福祉費 障害者自立支援給付事業　介護給付等事業 21 東区健康づくり課 障害保健福祉課
一般会計 障害者福祉費 障害者地域生活支援事業　相談支援事業 9,074 東区健康づくり課 障害保健福祉課
一般会計 障害者福祉費 障害者福祉運営経費 88 東区健康づくり課 障害保健福祉課
一般会計 障害児福祉費 障害児自立支援給付事業　障害児通所支援事業 4 東区健康づくり課 障害保健福祉課
一般会計 障害児福祉費 障害児地域生活支援事業　障害児生活支援・社会支援事業 150 東区健康づくり課 障害保健福祉課
一般会計 母子保健費 人件費　附属機関の委員等 2,734 3,337 東区健康づくり課 健康増進課
一般会計 母子保健費 妊婦乳幼児健康診査事業 135,405 116,570 東区健康づくり課 健康増進課
一般会計 母子保健費 母子衛生教育事業　妊娠期健康講座事業 161 177 東区健康づくり課 健康増進課
一般会計 母子保健費 母子衛生教育事業　健やか育児教育事業 0 169 東区健康づくり課 健康増進課
一般会計 母子保健費 母子衛生教育事業　思春期性教育事業 159 208 東区健康づくり課 健康増進課
一般会計 母子保健費 母子相談事業 2,295 2,292 東区健康づくり課 健康増進課
一般会計 母子保健費 母子訪問指導事業 3,994 4,035 東区健康づくり課 健康増進課
一般会計 母子保健費 母子予防接種事業 812 2,008 東区健康づくり課 健康増進課
一般会計 母子保健費 食育推進事業 405 405 東区健康づくり課 健康増進課

８



平成２５年度　当初予算額一覧表　（区役所費・本庁配分予算）
（単位：千円）

会計
名称

目
名称

大事業・中事業
名称

H25当初
予算額

H24当初
予算額

所属（予算執行課）
名称

予算とりまとめ課
名称

一般会計 母子保健費 母子保健管理運営経費 152 152 東区健康づくり課 健康増進課
一般会計 成人保健費 健康教育事業 196 241 東区健康づくり課 健康増進課
一般会計 成人保健費 健康相談事業 318 457 東区健康づくり課 健康増進課
一般会計 成人保健費 訪問指導事業 382 520 東区健康づくり課 健康増進課
一般会計 成人保健費 健康診査事業 121 121 東区健康づくり課 健康増進課
一般会計 成人保健費 予防接種事業 380 382 東区健康づくり課 健康増進課
一般会計 成人保健費 保健福祉センター管理運営事業 8,743 8,944 東区健康づくり課 健康増進課
一般会計 成人保健費 地域食育活動支援事業 145 198 東区健康づくり課 健康増進課
一般会計 成人保健費 成人保健管理運営経費 716 930 東区健康づくり課 健康増進課
一般会計 口腔保健医療費 人件費　附属機関の委員等 463 463 東区健康づくり課 健康増進課
一般会計 口腔保健医療費 歯科保健事業 782 754 東区健康づくり課 健康増進課
一般会計 食品衛生費 栄養指導事業 0 13 東区健康づくり課 生活衛生課
国民健康保険事業特別会計 一般管理費 国民健康保険事業運営経費 1,083 1,081 東区長寿保険課 国保年金課
介護保険事業特別会計 一般管理費 介護保険運営経費 36 46 東区長寿保険課 介護保険課
介護保険事業特別会計 一般管理費 介護サービスの給付に要する経費 22 38 東区長寿保険課 介護保険課
介護保険事業特別会計 賦課徴収費 介護保険料の賦課及び収納に要する経費 38 47 東区長寿保険課 介護保険課
介護保険事業特別会計 介護認定審査会費 介護認定及び審査会に要する経費 787 895 東区長寿保険課 介護保険課
介護保険事業特別会計 介護認定審査会費 介護認定のための訪問調査等に要する経費 5,295 0 東区長寿保険課 介護保険課
介護保険事業特別会計 介護サービス給付費 居宅介護サービス給付費 300 300 東区長寿保険課 介護保険課
介護保険事業特別会計 介護サービス給付費 地域密着型介護サービス給付費 100 100 東区長寿保険課 介護保険課
介護保険事業特別会計 介護サービス給付費 施設介護サービス給付費 500 500 東区長寿保険課 介護保険課
介護保険事業特別会計 介護サービス給付費 居宅介護サービス計画給付費 100 100 東区長寿保険課 介護保険課
介護保険事業特別会計 介護予防サービス給付費 介護予防サービス給付費 100 100 東区長寿保険課 介護保険課
介護保険事業特別会計 介護予防サービス給付費 地域密着型介護予防サービス給付費 59 50 東区長寿保険課 介護保険課
介護保険事業特別会計 介護予防サービス給付費 介護予防サービス計画給付費 30 30 東区長寿保険課 介護保険課
介護保険事業特別会計 その他諸費 特定入所者介護サービス等費 100 100 東区長寿保険課 介護保険課
介護保険事業特別会計 介護予防二次予防事業施策事業費 二次予防事業対象者把握事業　二次予防事業候補者把握事業 162 162 東区長寿保険課 高齢者福祉課
介護保険事業特別会計 介護予防二次予防事業施策事業費 通所型介護予防事業　元気はつらつ教室事業 40 40 東区長寿保険課 高齢者福祉課
介護保険事業特別会計 介護予防二次予防事業施策事業費 通所型介護予防事業　運動器の機能向上トレーニング教室事業 6,000 5,990 東区長寿保険課 高齢者福祉課
介護保険事業特別会計 介護予防二次予防事業施策事業費 訪問型介護予防事業 55 55 東区長寿保険課 高齢者福祉課
介護保険事業特別会計 介護予防一次予防事業施策事業費 介護予防普及啓発事業　生活管理指導短期宿泊事業 935 1,184 東区長寿保険課 高齢者福祉課
介護保険事業特別会計 介護予防一次予防事業施策事業費 介護予防普及啓発事業　介護予防サービス対象者把握事業 108 108 東区長寿保険課 高齢者福祉課
介護保険事業特別会計 包括的支援事業費 地域包括支援センター運営事業 62,610 60,763 東区長寿保険課 高齢者福祉課
介護保険事業特別会計 包括的支援事業費 ケアマネジャー支援事業 414 414 東区長寿保険課 介護保険課
介護保険事業特別会計 任意事業費 家族介護継続支援事業 1,260 1,380 東区長寿保険課 高齢者福祉課
介護保険事業特別会計 任意事業費 在宅高齢者家族等紙おむつ支給事業 100 100 東区長寿保険課 高齢者福祉課
介護保険事業特別会計 任意事業費 介護給付等費用適正化事業 83 83 東区長寿保険課 介護保険課
介護保険事業特別会計 任意事業費 介護相談員派遣事業 2,325 2,325 東区長寿保険課 介護保険課
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平成２５年度　当初予算額一覧表　（区役所費・本庁配分予算）
（単位：千円）

会計
名称

目
名称

大事業・中事業
名称

H25当初
予算額

H24当初
予算額

所属（予算執行課）
名称

予算とりまとめ課
名称

介護保険事業特別会計 任意事業費 住宅改修支援事業 42 42 東区長寿保険課 介護保険課
介護保険事業特別会計 介護予防一次予防事業施策事業費 介護予防の普及啓発に要する経費 688 688 東区健康づくり課 高齢者福祉課
介護保険事業特別会計 介護予防一次予防事業施策事業費 地域介護予防活動支援事業 347 347 東区健康づくり課 高齢者福祉課
後期高齢者医療事業特別会計 一般管理費 後期高齢者医療事業運営経費 2,148 2,248 東区長寿保険課 国保年金課

計 3,753,973 3,627,095
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新規・継続の別 備　　考

　戦略２ 豊かな心と生きる力をはぐくむ・子どもの未来

継続

継続

継続

継続

継続

民間保育所施設整備助成事業（補助金）
(549,724千円)

平成25、26年度にかけて民間保育所の創設・増改築に
より定員を750人拡大し、待機児童ゼロを目指す。
市内創設６園、増改築１園、改築１園
東区　創設　(仮称)まるづか保育園（丸塚町）定員
120人

発達支援教育推進事業（9,177千円）
「ことばの教室」の開催（市内９教室）
東区内　積志小

子育て支援ひろば事業(99,733千円)

子どもや子育て家庭が気軽に集う場を身近な地域に設
置し、子育てに悩む家庭の支援及び地域における子育
て支援の充実を図る。
市内18箇所（H24:17箇所)　東区4箇所

発達支援広場事業(44,151千円)

必要な支援の方向性を見立てる役割として、親子遊び
や自由遊びのほか、医師や心理相談員による相談、親
同士の話し合い等を実施
市内7箇所　東区:東部保健福祉センター

 ①安心して子どもを生み育てられる環境づくり

障害者(児)施設整備費助成事業(補助金)
(318,093千円)

障害者(児)支援施設の整備を行う社会福祉法人等に対
し、施設の整備に要する経費の助成
【施設区分】児童発達支援、放課後等デイサービス
【施設名称】(仮称)さんさん（中郡町）

平成２４年度　東区主要事業の概要

東区役所

内  　　　　　  容戦略名・事業名
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新規・継続の別 備　　考

東区役所

内  　　　　　  容戦略名・事業名

臨時

継続

継続

 戦略３　安全と安心を人から人へ・活発な地域力

継続

新規

障害者(児)支援施設の整備を行う社会福祉法人等に対
し、施設の整備に要する経費の助成
【施設区分】就労移行支援、就労継続支援B型
【施設名称】(仮称)さんさん（中郡町）

小学校建設事業（741,593千円）

 ②防災・減災の地域づくり

※再掲
障害者(児)施設整備費助成事業(補助金)
(318,093千円)

小学校の校舎･体育館の増改築など
・蒲小学校：校舎増築の実施設計（16,824千円）

 ①思いやりの心をはぐくむ福祉の地域力づくり

 ②たくましく生き抜く豊な心と確かな学力の育成

区版避難行動計画について(8,676千円）
・区版避難行動計画の点字版・録音版の作成
・区ごと固有の防災課題に沿った防災啓発事業

学校施設整備事業（小学校）（386,853千円）
小学校１０３校の施設整備
・積志小学校屋内運動場改修工事
・与進小学校プール側壁改修工事

学校施設整備事業（中学校）（241,852千円）
中学校４８校の施設整備
・与進中学校下水道切替工事
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新規・継続の別 備　　考

東区役所

内  　　　　　  容戦略名・事業名

 戦略５　快適が感じられるくらしの満足

継続

 戦略７　郷土に誇り・活力あふれるまち

 ②”音楽の都”に向けた挑戦と市民主体の文化芸術活動の推進

新規

新規

その他の主な事業

臨時市営住宅ストック総合改善事業（206,307千円）

既存ストックの長寿命化や居住性向上のための改修工
事、近年需用の高まった高齢者世帯、子育て世帯への
市営住宅供給を行うための個別改善事業を行う。
・ 鷺の宮団地駒１棟他給水施設改修工事設計
 高架水槽方式から安価な加圧給水方式への給水方式
の変更（設計）

創造都市ネットワーク事業（7,333千円）
ユネスコ創造都市ネットワーク加盟認定ＰＲ懸垂幕製
作設置
東区役所を含む９箇所

シティプロモーション事業（61,075千円）
「出世のま街浜松」のＰＲ戦略および情報発信
【新規】徳川家康公顕彰400年記念事業

 ⑤世界に発信するシティプロモーションの推進

バス交通等対策助成事業（332,522千円）

 ③地域を結ぶ公共交通ネットワークの充実

環状路線バス実証運行　26,400千円
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東区

№1(県)浜松袋井線(豊西町)　   8,000 №2(国）152号(北島町）  　  18,820

№3(県）浜松環状線(貴平町）  20,000 №4(県）天竜浜松線(原島町） 10,000

№5(県）二俣浜松線(豊西町）  20,000 №6(県）磐田細江線(中野町）　5,000

№7(県）中野子安線(植松町）   7,000 №8(国）152号(宮竹町）  　  30,000

№9　中郡福塚線(植松町）  　  4,267 №10　豊28号線(豊町）       10,000

№11 上新屋22号線(上新屋町)  10,000

№12(市）植松和地線(将監大橋  20,000 №13(国）152号(馬込大橋） 　 70,000　

№14(市）原島安新線(下り戸橋） 6,000

№15(国）152号(馬込大橋）　 　 5,000

交通安全施設等整備・修繕事業

№16(県）浜松環状線(東工区）   　 　   175,000　用地・補償費

№17(県）浜松環状線(東工区東）          20,000　

№18(県）熊小松天竜川停車場線(西ケ崎町） 5,000　

№19(県）磐田細江線(白鳥町）             5,000　設計費

№20(県）浜松環状線(貴平町）            10,000　外３線

№21積志67号線(積志町）                 20,000　外６線

平成２５年度 東区主要事業の施行箇所別一覧表

位置図№　　路線名　(町名）　事業費　(千円)事業名       　

橋りょう耐震補強事業

国県道単独事業

市道単独事業

国交付金事業

県費補助事業

単独事業

国交付金事業

国県道単独事業

市道単独事業

道路維持修繕事業
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東区

位置図№　　路線名　(町名）　事業費　(千円)事業名       　

市道整備事業

№22小池52号線(小池町）                253,000　工事・用地･補償費

№23中郡9・109号線(中郡町）             30,000　

№24積志84号線(西ヶ崎町）                8,000　外５線

国県道整備事業

№25(県）浜松環状線遠鉄立体(西ヶ崎町）   5,000　測量費

№26(県）浜松環状線中郡工区(中郡町）    10,110　工事・調査費等

河川改良事業

№27長上排水区      10,000 №28中郡24号排水路　　　9,500   工事･調査費

№29原島1号排水路　　4,000   調査費

河川維持修繕事業

№30(準)豊田川（豊西町）  13,000 外８線

都市計画道路整備事業

№31中郡福塚線    　　　 内示保留 

№32中郡福塚線     　　　内示保留

地方特定道路整備事業

№33中郡福塚線     　　　内示保留   №34高林芳川線      　　　内示保留

№35天竜川駅周辺整備事業(天竜川町) 工事・調査   35,000

河川・排水路維持修繕事業

国交付金事業

単独事業

単独事業

単独事業

単独事業

単独事業

国交付金事業

地方特定道路整備事業
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平成２５年度　道路・河川　維持管理費　予算一覧表（東区）

(単位:円)

01土木管理費 土木管理費　　　　　 （需用費・役務費　等） 300,000 290,000 -10,000 96.7%

06道路橋りょう費 道路橋りょう管理費　
（道路管理･境界確定事業
道路台帳整・駐輪場管理　等）

33,056,000 32,547,000 -509,000 98.5%

道路費　　　　　　　　
（道路維持修繕・交通安全施設
街路樹等育成管理・道路施設管理　等）

527,536,000 507,856,000 -19,680,000 96.3%

計 560,592,000 540,403,000 -20,189,000 96.4%

21河川費 河川管理費 （河川管理･占用･境界確定　等） 120,000 110,000 -10,000 91.7%

河川費
（河川愛護支援・河川･排水路維持修繕
安全保護柵設置･修繕　等）

92,704,000 113,804,000 21,100,000 122.8%

計 92,824,000 113,914,000 21,090,000 122.7%

653,716,000 654,607,000 891,000 100.1%

H25（内示）H24当初 増減額(円) 率(%)

合計

項　・　目 　　（事業内容）
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※資料中、億円単位で表示している数値は、億円単位未満で端数を調整しています。 

このため、億円単位の増減等、計算結果と一致しない場合があります。 
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１ 平成 25 年度当初予算編成の基本的な考え方                       

 

○ 財政見通し 

・ 近の我が国の経済情勢は、輸出環境の改善や経済対策の効果などを背景に、再び景

気回復へ向かうことが期待されるが、雇用・所得環境等については、今後も不透明な

状況である。 

・ 本市財政は、行財政改革の着実な取組みにより、財政指標について他の政令市に比べ

ると良好な状態にあるが、市税収入の回復が足踏みするなかで、地方交付税の減額が

見込まれるなど、引き続き慎重な財政運営が求められる。 

・ 歳出については、定員適正化計画の着実な実施など、行財政改革の効果が見込まれる

ものの、少子高齢化の進行による高齢者・子育て支援対策費や高水準で推移する生活

保護費、制度改正による障害者（児）自立支援給付事業費など、扶助費の増加が見込

まれる。 

 

○ 予算編成方針 

・ 都市の将来像である、「市民協働で築く『未来へかがやく創造都市・浜松』」を目指し、

総合計画に基づく浜松市戦略計画 2013 に則り、諸施策を積極的に推進していく。 

・ 予算編成においては、引き続き規律ある財政運営を堅持し、津波対策をはじめ市民の

暮らしの安全と安心の確保に向けた事業や未来へかがやく創造都市･浜松の実現に

不可欠な取組みへ財源を重点的に配分するため、これまで以上に選択と集中を進める

とともに、歳入歳出全般にわたる徹底した見直しを行っていく。 

 

○ 予算原案作成の考え方 

・ 概算要求・枠配分予算方式の廃止、全件査定の実施など予算編成方法の見直しにより、

既存の歳出予算すべての点検をするなかで、きめ細かく見直しを実施。 

・ それにより捻出された財源については、津波対策などの防災減災に向けた取り組みや

創造都市・浜松の実現に向けた新たな施策を含め、真に必要な施策に対して重点的に

配分。 

・ 国の緊急経済対策に基づく補正予算などを 大限活用するなど、平成 24 年度 2 月

補正予算とあわせ、様々な工夫をこらし、地域経済の活性化に十分配慮して編成。 
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２ 予算規模                                                           

 総予算      4,635 億円 （24 年度 4,612 億円、 23 億円の増、  0.5％） 

※総予算は、全会計合計から会計間でやりとりする重複部分等を控除。 

 全会計合計   5,395 億円 （24 年度 5,357 億円、 38 億円の増、  0.7％） 

 一般会計    2,704 億円 （24 年度 2,692 億円、 12 億円の増、  0.4％） 

【参考】２月補正 国の補正予算等を活用した地域経済活性化対策 48 億円 

        計 2,752 億円 （24 年度 2,692 億円、 60 億円の増、  2.2％） 

 

   （単位：千円、％）

比   較 
区 分 

H25 年度   

Ａ 

H24 年度   

Ｂ 増減 Ａ－Ｂ 率 

一般会計 270,333,000 269,200,000 1,133,000 0.4 

特別会計 206,923,319 201,575,688 5,347,631 2.7 

企業会計 62,217,918 64,963,036 △ 2,745,118 △ 4.2 

計 539,474,237 535,738,724 3,735,513 0.7 

控除額 75,981,046 74,570,260 1,410,786 1.9 

総予算 463,493,191 461,168,464 2,324,727 0.5 

      ※三大地、四大地、赤佐の各財産区特別会計を含まない。 

 
 

 

 市債残高（25 年度末見込） 

・ 総市債残高   5,048億円（24年度末見込 5,113億円、 △65億円） 

うち一般会計  2,760億円（24年度末見込 2,798億円、 △38億円） 

 

市全体の総市債残高は、前年度対比 △65 億円（一般会計 △38 億円）。 

中期財政計画の目標「総市債残高を平成 26 年度末で 5,000 億円未満」 

の達成を目指す。 
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３ 当初予算案のポイント                             

 

平成 25 年度当初予算編成は、これまでの枠配分方式での予算編成を廃止するなかで、

約 1,400 事業すべての点検を行い、必要性、有効性、効率性などの観点からきめ細かく見

直しを実施。 

その結果産み出された財源により、財政規律を堅持する中で、防災・減災事業や

子育て支援などの必要な事業費を確保。 

 

(1) 防災・減災の地域力づくり 

① 津波対策事業  375,394 千円 

・ 津波防災地域づくり推進計画の策定 

・ 津波避難タワー、公共施設屋上避難施設の設置 ほか 

② 危機管理体制の強化 

・ 地域防災無線整備事業 50,155 千円（H26 完了予定） 

・ 消防・救急無線デジタル化事業 2,115 千円（H27 完了予定） 

③ 消防防災施設等の整備 

・ 西消防署大平台出張所建設事業 318,612 千円 

・ 消防車両購入事業 67,146 千円 

・ 救急高度化推進整備事業 128,252 千円 

④ 公共建築物の長寿命化 631,500 千円 

  ・ 建築年数の経過した公共建築物に対する、計画的な修繕や改修 

⑤ 橋りょう落橋防止、耐震化 941,450 千円 

  ・ 緊急輸送路における橋りょう等の耐震化 

  ・ 暫定津波対策範囲における避難路確保のための橋りょう落橋防止対策 

⑥ 水道・下水道施設の耐震化＜水道事業会計・下水道事業会計＞ 

  ・ 水道管きょ、配水池等の耐震化 2,409,272 千円 

  ・ 下水道管きょ、ポンプ場等の耐震化 1,275,036 千円 

 

 

4



(2) 地球にやさしい持続可能な社会の実現 

① 新エネルギー推進事業 143,448 千円 

・ 住宅用太陽光発電システム設置に対する助成（2,500 件） 

・ 住宅用太陽熱利用システム設置に対する助成（200 件） 

・ (新規) 太陽光発電設備の設置に関する相談体制の整備 

② 省エネルギー対策の推進 

・ 省エネルギー改修推進事業 129,160 千円 

    省エネ改修（10施設程度）、BEMS 導入（20施設程度） 

・ 防犯灯設置維持管理助成事業 580,709 千円 

    自治会防犯灯（蛍光灯）の LED 化に向けた補助金の拡充 

  ・ 商店街街路灯 LED 化助成事業 14,500 千円 

    商店街街路灯やアーケード照明灯の LED 化に対する助成 

・ (新規) 電動バイク導入（3台） 1,200 千円 

③ ごみ削減と３Ｒの推進 

・ ごみ減量・リサイクル推進事業 188,487 千円 

  （新規）自治会に対する古紙回収保管庫貸与 

（新規）学校における雑がみ回収 

（新規）市施設への小型家電回収ボックス設置 など 

④ ごみ収集制度の全市統一化 1,755,248 千円  

・ 収集回数の統一化 

・ 連絡ごみの軒先回収の実施 

 

(3) 子ども第一主義の推進 

① 保育所、放課後児童会の定員拡大による待機児童解消施策の推進 

・ 民間保育所施設整備助成事業 549,724 千円 

    創設 6、増改築 1、改築 1により、定員 750 人増（H26.4 270 人、H27.4 480 人） 

・ 放課後児童会施設整備事業 176,353 千円 

    増設 2、移転 1により、2ヶ所増（H25 末 111 ヶ所） 
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② 発達障がいのある子とその親への支援体制の強化 

・ 発達障害者支援センター運営事業 50,146 千円 

    臨床心理士の増員やザザシティ浜松中央館への移転など「ルピロ」の体制強化 

・ (新規) 保育所等巡回支援事業 26,643 千円 

    臨床心理士等専門職による、園職員や保護者への助言や技術支援 

③ 家庭相談支援の強化 

・ (新規) 児童家庭支援センター設置運営事業 12,670 千円 

    児童家庭支援センターの新設による支援体制の強化 

・ (新規) ＤＶ防止支援事業 3,213 千円 

    ＤＶ相談支援センターの新設による支援体制の強化 

④ 豊かな心と確かな学力の育成 

・ 教育指導支援員配置事業 490,879 千円 

  発達支援教育指導員、スクールヘルパーについて、15人増員 

  理科支援員について、3年で市内一巡する計画から 2年で一巡する計画に拡充 

  幼稚園教育指導支援員について、外国人園児サポーター（14人）を新規配置 

・ 生徒指導事業 92,772 千円 

    スクールソーシャルワーカーの１人増員、活動時間数の増加による支援体制の拡充 

・ (新規) 小学 1年生の 30人学級推進 94,219 千円 

    少人数指導充実のため、常勤講師（20人）を配置 

・ 学校建設事業 1,654,916 千円 

  児童・生徒数の増加に伴う校舎増築、老朽化による大規模改造工事、 

  中部中学校区における小中一貫校整備に向けた基本設計など 

⑤ 外国人の子どもの就学支援 

・ 外国人の子どもの就学促進事業 20,616 千円 

    外国人不就学児童・生徒に対する面談・支援教室の開催など 

・ 外国人学校支援事業 22,792 千円 

    民間外国人学校への財政的支援、外国人学校児童・生徒の教科書購入助成 
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(4) 中山間地域の活力向上 

① 地域医療体制の充実 

・ (新規) 佐久間病院医師・看護師確保対策事業 7,215 千円（企業会計負担金） 

    医師海外留学資金貸与事業の新設、就職者赴任費など看護師確保対策の拡充 

・ (新規) がん対策推進事業 10,536 千円（うち企業会計負担金 9,411 千円） 

    がん診療連携拠点病院（4病院）の連携体制の強化による過疎地域対策支援等 

・ 引佐鎮玉診療所移転事業 82,774 千円 

    平成 26年 4月移転予定、市民サービスセンター機能の併設 

② 浜松版田舎ぐらしの推進 

・ 交流・居住促進事業 15,211 千円 

    魅力発信事業の新規実施、空き家改修等に対する補助金の拡充など 

・ 中山間地域生活支援事業 26,382 千円 

    （新規）浜松山里いきいき応援隊による、都市住民等の人的財産の活用など 

・ 中山間地域まちづくり事業 100,111 千円 

  中山間地域特有の課題解決に向けた、地域住民組織の主体的な活動への支援 

③ 龍山協働センター建設事業 74,332 千円 

 

(5) 地元産業の活性化 

① 中小企業への支援 

  ・ 中小企業金融支援事業 253,454 千円 

    金融機関から中小企業への融資を円滑にするための利子補給など 

  ・ (新規) 中小企業経営力強化支援事業 57,204 千円 

    商工会議所、商工会との連携による中小企業の経営改善計画策定等の支援 

・ (新規) 海外ビジネス展開支援事業 21,612 千円 

  中小企業の海外進出に対する調査費助成などの支援 

② 戦略的な企業誘致による新産業の創出 

・ 企業用地整備事業 44,590 千円 

    津波や液状化などのリスク不安の少ない三方原台地への企業用地の確保 

・ 企業立地促進助成事業 3,000,000 千円 
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③ 農商工連携による農林水産業の産地力強化 

・ (新規) 農商工連携・６次産業化推進事業 50,000 千円 

    農商工連携による 6次産業化・ブランド化等に対する助成 

・ (新規) 企業の農業参入推進事業 12,350 千円 

    法人等が新規参入する農地の初期整備、土壌改良等に対する助成 

 

(6) 多様な雇用・就労対策による自立支援 

① 求職者就労支援事業 80,839 千円  ※パーソナル・サポート・モデル事業の後継事業 

    働く意欲がありながら就職に結びつかない求職者や長期失業者に対する個別伴走型 

の就労支援 

② (新規) 浜松市ジョブサポートセンター事業（実施主体：ハローワーク） 

    生活保護受給者等に対する、相談から職業紹介に至る一連の就労支援 

・ 中区社会福祉事務所（本庁舎２階）に隣接して設置 

③ 地域若者サポートステーションはままつ事業 3,185 千円 

   若年未就職者に対する、カウンセリング相談や職場体験などの支援 

④ 障害者就労支援事業 4,200 千円 

・ (新規) 授産所に対する民間企業アドバイザー派遣 

授産製品等の商品企画や技術向上による、魅力ある商品開発の支援 

・ (新規) 企業伴走型障害者雇用サポート事業 

障害者雇用を希望する企業に対する、障害者受入環境の構築のための継続的支援 

⑤ 母子家庭等の自立促進 

・ 母子家庭福祉対策事業 18,209 千円 

母子家庭等就業・自立支援センター（ザザシティ浜松）における就労相談など 

・ 母子家庭自立支援給付金事業 

資格取得にかかる受講料等の助成による就職支援 
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 (7) その他事業 

① シティプロモーション事業 61,075 千円 

   「出世の街浜松」の PR戦略や情報発信、家康公顕彰 400年記念事業の実施など 

② (新規) 知と文化の交流事業 4,000 千円  ※エンジン 01の後継事業 

   文化に対する市民意識の醸成に向けたシンポジウム等の開催 

③ 浜松シティマラソン開催事業 25,600 千円 

   第 10 回記念大会として、ゲストランナーを招聘 

④ モザイカルチャー推進事業 14,491 千円 

  「モントリオール・モザイカルチャー世界博 2013」への作品出展 

・ 開催時期：平成 25年 6月～9月 

⑤ 花博記念事業 104,750 千円 

  「浜名湖花博 10周年記念事業・第 31回全国都市緑化しずおかフェア」の開催準備 

・ 開催時期：平成 26年 4月～6月 

・ 開催場所：浜名湖ガーデンパーク、舘山寺総合公園（はままつフラワーパーク） 

⑥ 鴨江別館管理運営事業 13,970 千円 

 鴨江別館のアートセンター化による国内外芸術家の創作活動拠点の提供 

・ 供用開始予定：平成 25年 11 月 

⑦ 新活動拠点整備事業 532,214 千円 

   旧あいホールを男女共同参画推進機能と文化芸術活動の創造拠点機能を併せ持つ 

複合施設として整備 

・ 供用開始予定：平成 25年 11 月 

⑧ 北部地域図書館建設事業 9,747 千円 

 図書館サービスが手薄な北部地域（都田、新都田、三方原）への図書館建設 

・ 供用開始予定：平成 28年 3月 

⑨ 動物愛護教育センター整備事業 389,000 千円 

 動物園内への動物愛護・教育事業の拠点施設として整備 

・ 供用開始予定：平成 26年 3月 
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 (8) 事業見直しについて 

○財源確保 １６．３億円 （歳出削減額 11.4億円、歳入増加額  4.9億円） 

   約1,400の事業について点検を行い、歳出150項目、歳入15項目の計165項目につい

て見直しを行った。 

【見直し事業の主なもの】 

① 民間活力の導入 

・ 南図書館外4図書館の指定管理者制度導入 歳出削減額 26,654千円 

・ 一般廃棄物収集運搬の委託化（収集回数増などの影響を除く） 

 歳出削減額 143,624千円 

・ 学校給食調理業務新規委託化4校1センター 歳出削減額 49,654千円 

② 補助金などによる支援 

・ 新規就農者支援の国庫補助活用に伴う市単独補助金の廃止 

  歳出削減額  7,200千円 

 ③ 適正な受益者負担 

・ 各斎場の維持管理コストから市外の方やペット等の火葬料設定 

 歳入増加額  24,575千円 

・ ごみ処理手数料の見直し 歳入増加額 380,921千円 

 ④ 調達方法の改善による経費削減 

  ・ 共通物品品目を35→75種へ増やし、一括発注による経費削減 

  ・ 各課消耗品予算を原則50%カット 歳出削減額 173,177千円 

 ⑤ 印刷製本費の削減 

・ 廃止を含む印刷経費の見直し 歳出削減額  38,994千円 

 ⑥ 基金の統廃合 

  ・ 所期の目的を達成した基金の廃止などによる基金繰入金の増額 

  歳入増加額  46,873千円 

 ⑦ その他 

・ 下水道事業会計繰出金 歳出削減額 119,998千円 

    平準化債償還費等の繰出基準見直し 

  ・ 発達医療総合福祉センター管理運営事業 歳出削減額  52,176千円 

     指定管理料算出基準の見直し 
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４ 予算案の概要                                                                

 

（１）一般会計予算規模                                 

 一般会計   2,704 億円 （24 年度  2,692 億円、    12 億円、    0.4％） 

【参考】２月補正 国の補正予算等を活用した地域経済活性化対策 48 億円 

計  2,752 億円 （24 年度 2,692 億円、  60 億円、  2.2％） 

一般会計当初予算額の推移

※決算額のうち、平成24年度は2月補正後の予算額。

2,000

2,100

2,200

2,300

2,400

2,500

2,600

2,700

2,800

2,900

3,000

20 21 22 23 24 25

当初予算額

決算額

(億円)

(年度)

2,704億円

 

 

（２）一般会計歳入                                                

① 市 税                                    

1,224 億円 （24 年度  1,186 億円、    38 億円、    3.2％） 

 個人市民税は、給与所得の回復等により 30 億円の増。 

 法人市民税は、税制改正に伴う法人実効税率の引下げ等により 9 億円の減。 

 固定資産税は、地価下落の影響はあるが、家屋の新増築などで 1 億円の増。 

   

○市税の内訳 （単位：千円、％）

増減 A-B 率

1 市　民　税 53,874,000 51,686,000 2,188,000 4.2

個    人 44,248,000 41,200,000 3,048,000 7.4

法    人 9,626,000 10,486,000 △ 860,000 △ 8.2

2 固定資産税 50,115,000 49,995,000 120,000 0.2

3 その他 18,411,000 16,919,000 1,492,000 8.8

122,400,000 118,600,000 3,800,000 3.2

24年度
B

比　　　較

計

区  分
25年度

Ａ
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② 譲与税・交付金                                    

202 億円 （24 年度    202 億円、  0 億円、  0.2％） 

 地方消費税交付金は、個人消費はおおむね横ばいと見込まれ 0.5 億の増。 

 自動車取得税交付金は、自動車販売台数の微増等により0.7億円の増。 

 地方特例交付金は、住宅ローン減税に伴う減収補てん措置に対する交付金について、

0.1億円の増。 

   

○譲与税・交付金の内訳 （単位：千円、％）

増減 A-B 率

1 地方譲与税 3,867,000 3,868,000 △ 1,000 △ 0.0

地方揮発油譲与税 1,698,000 1,729,000 △ 31,000 △ 1.8

自動車重量譲与税 2,063,000 2,030,000 33,000 1.6

石油ガス譲与税 106,000 109,000 △ 3,000 △ 2.8

2 利子割交付金 335,000 360,000 △ 25,000 △ 6.9

3 地方消費税交付金 8,155,000 8,101,000 54,000 0.7

4 自動車取得税交付金 1,295,000 1,226,000 69,000 5.6

5 軽油引取税交付金 4,949,000 4,915,000 34,000 0.7

6 地方特例交付金 544,000 533,000 11,000 2.1

7 交通安全対策特別交付金 425,000 462,000 △ 37,000 △ 8.0

8 その他交付金 639,000 696,000 △ 57,000 △ 8.2

20,209,000 20,161,000 48,000 0.2

比　　　較

計

区  分
25年度

Ａ
24年度

B

 

③ 地方交付税                                  

 普通交付税 175 億円 （24 年度、  190 億円、 △15 億円） 

 特別交付税  20 億円 （24 年度、   20 億円、   増減なし） 

 地方税の増収などによる減。 

    

○地方交付税の内訳 （単位：千円、％）

増減 Ａ－Ｂ 率

普通交付税 17,500,000 19,000,000 △ 1,500,000 △ 7.9

特別交付税 2,000,000 2,000,000 0 0.0

計 19,500,000 21,000,000 △ 1,500,000 △ 7.1

比　　　較
区分

24年度
Ｂ

25年度
Ａ
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④ 基金繰入金                                  

74 億円 （24 年度     76 億円、 △2 億円、 △2.8％） 

 財政調整基金は前年同額の 50 億円取崩し。 

 資産管理基金は公園や学校の借地解消に充当。 

   

○基金繰入金の内訳 （単位：千円、％）

増減 A-B 率

財政調整基金 5,000,000 5,000,000 0 0.0

資産管理基金 1,561,138 2,000,000 △ 438,862 △ 21.9

地域振興等基金 400,000 0 400,000 100.0

その他基金 430,160 601,032 △ 170,872 △ 28.4

計 7,391,298 7,601,032 △ 209,734 △ 2.8

区  分
25年度

Ａ
24年度

Ｂ

比　　　較

 

 基金残高 256 億円 （24 年度末見込 325 億円、 △69 億円、 △21.1％） 

    　※平成24年度末基金残高は平成24年度2月補正後の残高見込

基金残高の推移

91 88
136

185 165

149 149

150
140

91

0

100

200

300

400

21年度末 22年度末 23年度末 24年度末 25年度末

単位：億円 上：財政調整基金

下：その他基金

256

325

286
237240

 

⑤ 市債                                             

302 億円 （24 年度    269 億円、  33 億円、  12.5％） 

 通常の市債は、合併特例債の活用により 28.8 億円の増。 

 土地開発公社解散のため、第三セクター等改革推進債 30.3 億円を借入。 

   

○市債の内訳 （単位：千円、％）

増減 A-B 率

1 通常の市債 12,736,100 9,852,700 2,883,400 29.3

2 第三セクター等改革推進債 3,032,900 0 3,032,900 100.0

3 臨時財政対策債 14,460,000 17,013,000 △ 2,553,000 △ 15.0

30,229,000 26,865,700 3,363,300 12.5

比　　　較

計

区  分
25年度

Ａ
24年度

B
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（３）一般会計歳出                                                 

① 義務的経費                                                       

1,427 億円 （24 年度  1,396 億円、  31 億円、   2.2％） 

 人件費は、25年度定数（一般･特別･企業会計）を、前年度対比 △95人の 5,539 人。

うち、一般会計について、給料・手当等（退職手当を含む）の減により、前年度対比

2.6 億円の減。 

 扶助費は、障害者（児）自立支援給付事業で 19.9 億円の増、小・中学校医療費

助成事業で 1.8 億円の増などにより、前年度対比 26.2 億円の増。 

 公債費は、元金（満期一括償還積立金を含む）で 11.8 億円の増、利子で 4.6 億円

の減により、前年度対比 7.2 億円の増。 

   

○義務的経費の内訳 （単位：千円・％）

増減 A-B 率

1 人件費 45,208,224 45,470,848 △ 262,624 △ 0.6

2 扶助費 58,833,607 56,209,109 2,624,498 4.7

3 公債費 38,601,091 37,880,249 720,842 1.9

計 142,642,922 139,560,206 3,082,716 2.2

区　　分
25年度

Ａ
24年度

Ｂ

比　　　較

 

 

② 投資的経費                                  

381 億円 （24 年度    379 億円、      2 億円、   0.6％） 

 補助事業は、都市計画道路整備事業で 9.7 億円の増、動物愛護教育センター整備

事業で 3.6 億円の増、交通安全施設等整備･修繕事業で 3.0 億円の増、都市鉄道高

架化事業で 12.0 億円の減などにより、前年度対比 7.2 億円の増。 

 単独事業は、資産活用事業で 18.5 億円の減、都田地区活用事業で 11.7 億円の減、

企業立地促進助成事業で 20.0 億円の増などにより前年度対比 13.6 億円の減。 

    

○投資的経費の内訳 （単位：千円・％）

増減 A-B 率

1 補助事業 14,273,021 13,557,075 715,946 5.3

2 単独事業 21,867,911 23,232,086 △ 1,364,175 △ 5.9

3 国直轄事業負担金 1,930,000 1,050,000 880,000 83.8

計 38,070,932 37,839,161 231,771 0.6

区  　分
25年度

Ａ
24年度

Ｂ

比　　　較
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③ 特別会計・企業会計への支出金                              

636 億円 （24 年度    615 億円、  21 億円、   3.5％） 

 駐車場事業は、25 年度末の駅南地下駐車場の移管に伴う負担金などにより 14.6  

億円の増。 

 公債管理は、市場公募債の満期一括償還準備積立金の増などに伴い 7.2 億円の増。 

   

○会計別内訳 （単位：千円、％）

増減 A-B 率

１　特別会計 54,443,709 52,197,303 2,246,406 4.3

①国民健康保険事業 4,397,680 4,522,844 △ 125,164 △ 2.8

②母子寡婦福祉資金貸付事業 28,198 20,977 7,221 34.4

③介護保険事業 7,410,023 7,304,037 105,986 1.5

④後期高齢者医療事業 1,363,766 1,364,083 △ 317 △ 0.0

⑤と畜場・市場事業 137,184 109,074 28,110 25.8

⑥農業集落排水事業 116,645 118,681 △ 2,036 △ 1.7

⑦公共用地取得事業 309,539 321,295 △ 11,756 △ 3.7

⑧学童等災害共済事業 5,101 5,125 △ 24 △ 0.5

⑨駐車場事業 1,664,037 207,907 1,456,130 700.4

⑩簡易水道事業 397,536 330,280 67,256 20.4

⑪公債管理 38,614,000 37,893,000 721,000 1.9

２　企業会計 9,124,184 9,229,589 △ 105,405 △ 1.1

①病院事業 2,272,406 2,254,656 17,750 0.8

②水道事業 167,456 170,019 △ 2,563 △ 1.5

③下水道事業 6,684,322 6,804,914 △ 120,592 △ 1.8

63,567,893 61,426,892 2,141,001 3.5計

25年度
Ａ

24年度
B

比　　　較
区  　分

 

   

○区分別内訳 （単位：千円、％）

増減 A-B 率

①義務的支出 52,941,288 52,197,180 744,108 1.4

②財政支援的支出 10,626,605 9,229,712 1,396,893 15.1

63,567,893 61,426,892 2,141,001 3.5計

区  　分
25年度

Ａ
24年度

B

比　　　較

 

 義務的支出は、介護保険事業の保険給付費の増などにより7.4億円の増。 

 財政支援的支出は、駐車場事業の駅南地下駐車場移管などにより14.0億円の増。 

※義務的支出…法律などに基づき支出するものや経費の内容から一般会計が負担すべき支出 

※財政支援的支出…義務的な支出以外の財政支援的な性格のもの 
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（４）プライマリーバランス  元金償還と借入に配意した予算編成          

65 億円の黒字 （24 年度    105 億円の黒字） 

 市債の借入額を元金償還額以下に抑制し、市債残高を削減。中期財政計画の目標

（H26 末で 5,000 億円未満）達成に向けて取り組む。 

 本市では、より厳しい条件である元金償還額と比較し、全会計合計で 65 億円の

黒字（元利償還額との比較では 161 億円の黒字）。黒字額の分だけ市債残高が減少。 

 

○市債残高の状況 （単位：千円）

元金償還 B 借入　C

一般会計 279,799,522 33,973,736 30,229,000 3,744,736 276,054,786

特別会計 11,092,227 1,105,446 366,800 738,646 10,353,581

企業会計 220,379,735 13,064,663 11,107,000 1,957,663 218,422,072

計 511,271,484 48,143,845 41,702,800 6,441,045 504,830,439

区  分
24年度末

残高 A
25年度末
残高 A - D

25年度 ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰﾊﾞﾗﾝｽ

D = B - C

 
 

  

（単位：億円）

区　　分 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

一般会計 2,861 2,800 2,793 2,804 2,798 2,760

特別会計 158 141 132 120 111 104

企業会計 2,361 2,350 2,300 2,250 2,204 2,184

計 5,380 5,291 5,225 5,174 5,113 5,048

※平成24年度末市債残高は、平成24年度2月補正後の残高見込

※満期一括償還に係る減債基金積立分及び合併特例債基金積立分は市債残高に含めない

総市債残高の推移
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4,900
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未来を拓（ひら）く“新・ものづくり” 

①多様な産業の創意と工夫の結集による新産業の創出 

②新たな技術の活用と６次産業化による農林水産業の産地力強化 

③だれもが夢を持って働き、自立した生活を送ることができる 

雇用の創出 

５ 戦略計画２０１３基本方針・重点戦略の主要事業 
 

 

 都市の将来像である『市民協働で築く「未来へかがやく創造都市・浜松」』の

実現を目指し、「平成２５年度重点戦略」を推進する主な事業を紹介します。 

 

豊かな心と生きる力をはぐくむ・子どもの未来 

①安心して子どもを生み育てられる環境づくり 

②たくましく生き抜く豊かな心と確かな学力の育成 

③子どもや青少年の健やかな成長を地域で支える社会の形成 

安全と安心を人から人へ・活発な地域力 

①思いやりの心をはぐくむ福祉の地域力づくり 

②防災・減災の地域力づくり 

③防犯と交通安全のまちづくり 

戦略 1 

戦略２ 

戦略３ 
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 戦略 

 ６  

地球にやさしい持続可能な社会 

①地球温暖化対策とクリーンエネルギー導入の推進 

②ごみ減量と３Ｒの推進 

③生物多様性の保全と持続可能な利用の推進 

快適が感じられるくらしの満足 

①市民の共感が得られる魅力的な都心の創出 

②「幸せを実感する山里暮らし」の実現 

③地域を結ぶ公共交通ネットワークの充実 

いきがい実感・健康づくり 

①体を動かす機会の創出 

（「１・１・１運動 ～１週間 １回以上 １スポーツ～」の推進） 

②予防に重点をおいた健康づくりの推進 

③地域医療の拡充 

戦略４ 

戦略５ 

戦略６ 

郷土に誇り・活力あふれるまち 

①活力あふれるまちを支える人材の育成 

②“音楽の都”に向けた挑戦と市民主体の文化芸術活動の推進 

③浜名湖を中心とした観光交流 

④多文化共生社会の実現 

⑤世界に発信するシティプロモーションの推進 

戦略７ 
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 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   □協議事項   ■報告事項 

件  名  地域力向上事業について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等） 

地域力向上事業は、地域で困っていることを解決したり、地

域の魅力を活用したりすることで、住みよい地域社会の実現を

目指す事業です。 

 
〇市民提案による住みよい地域づくり助成事業 

  団体の提案の基づき、市が公益上の必要性を認め、団体が

自主的に取り組む事業に対し、市から補助金を交付すること

で、効果が期待できる事業 

 
 〇地域課題を解決する区企画事業 

  市民や団体からの提案やアイデアをもとに、地域課題の解

決、地域資源の活用等について、市民協働の観点を取り入れ、

区が企画・実施する事業 

対象の区協議会 東区 

内  容 

〇平成 24年度に実施した事業の中間報告 

  助成事業  11 件 

  区企画事業 15 件 

備 考 
（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

 

担当課 東区・区振興課 担当者 鈴木勝久・服部 電話 424-0115 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。 



平成24年度　地域力向上事業　中間報告

【助成事業】 （円・点数）

№ 事業名 点数 今後 所管課
市執行額

（補助金額）

1 残そう里池、里地 14 現状 区振興課 152,000

2 高齢者の地域活動への参加促進 -小池町「古地
図」の再現-

14 終了 区振興課 199,000

3 簡単スローステップ運動で健康維持 13 終了 区振興課 149,000

4 東区市民劇団「金原明善物語」と展示会 14 終了 区振興課 500,000

5 未来への贈り物 15 終了 区振興課 266,000

6 遊休農地を利用してそば作りで地域の活性化 15 現状 区振興課 268,000

7 中野町煙火大会2012 17 見直し 区振興課 1,500,000

8 姫街道検定と姫街道フォーラムin市野宿 14 終了 区振興課 295,000

9 ～人と人　心ふれあう　東区～
清宮克幸氏「スポーツの役割」講演会

14 終了 区振興課 100,000

10 大船渡市から学ぶ地域防災と大船渡市応援イベン
トの開催

16 現状 区振興課 360,000

11 有玉伝統文化継承事業（流鏑馬） 15 見直し 区振興課 175,000

小計 3,964,000
【区企画事業】

（円・点数）

№ 事業名 点数 今後 所管課 市執行額
（予定額含む）

1 東区俳句の里づくり事業 18 見直し 区振興課 2,495,694

2 グリーンカーテン普及啓発事業 13 見直し 区振興課 299,800

3 東区交通安全声かけ運動 17 見直し 区振興課 3,038,000

4 健康力アップ　in　東区 16 見直し 健康づくり課 258,632

5 劇団たんぽぽ演劇公演 16 見直し 区民生活課 978,255

6 東区地域福祉講演会 15 見直し 社会福祉課 280,000

7 区民ギャラリー事業 18 終了 区民生活課 176,316

8 区役所花いっぱい事業 13 見直し 区振興課 180,075

9 第4回東区長杯キンボール大会実施事業 16 見直し 区民生活課 600,000

10 技術の継承「バイクに見るものづくりのまち浜
松」

12 終了 区振興課 100,000

11 歌と音と人をつなぐコンサート　東区版 15 終了 健康づくり課 190,000

12 「東区・家康公ゆかりの里」推進事業 18 見直し 区民生活課 1,780,000

13 東区防災対策アクションプラン 区振興課 577,000

14 浜松市東区観光PR冊子「東の細道」作成事業 区振興課 900,000

15 生活習慣病予防のための健康展 健康づくり課 240,000

小計 12,093,772

合計 16,057,772

完了

実施中

中間
評価時

実施中

実施中

実施中

実施中

実施中

完了

完了

完了

中間
評価時

実施中

完了

完了

実施中

完了

完了

完了

完了

実施中

実施中

未実施

未実施

完了

完了

実施中

未実施



【平成24年度　地域力向上事業】

事業名

　※事業実施上の課題・改善点など

　※上記「今後の方向性」が「事業内容の見直し」の場合は、その詳細も記入。

3

3 4 5

4 5

助成事業　№１
所属名 区振興課

【里池（十湖池）での活動】　　動植物生育地の整備、水生動植物の観察、井戸水汲み上げ体験
【里地（遊休農地）での活動】　野菜栽培、土との触れ合い体験

・〈活動日〉　毎月2回（第2・4日曜日）
・8月12日と10月14日に、小学生～高校生、地域住民と交流しながら、自然と触れ合うイベントを開催する。

団体名

東区の自然と文化を残そう会残そう里池、里地

現　状 実施中

成果

・月2回の活動（毎回約10人参加）により、十湖池は手入れされており、訪問者が自由に園内を散策でき、水の
流れる音を聞きながら、木陰で休むことができる状態である。
8月12日と10月14日に開催されたイベントには、東高校の生徒の協力を得て実施し、生徒と住民との触れ合い
の場ともなった（参加：各回約60人）。

事業目的

里池、里地の再生継続、地域住民との交流を目的とする。

対象 一般

内容

評価
評価点数

低い やや低い 普通 やや高い 高い

（１）東区らしさ
　　（住みよい地域づくり）

1 2

（２）補助事業の公益性 1 2

（３）行政関与・
　　　　補助の必要性

1 2 3

5（４）補助の効果 1 2 3

総合評価

・十湖池での水生動植物観察や、その周辺の遊休農地での野菜栽培等の活動を通して自然環境について学ぶこの事業は、地域の特性
を活かしたまちづくり事業である。また、この事業に参加する幅広い地域住民の触れ合いの場ともなるため、地域コミュニティづくりにも貢
献する事業である。
・十湖池や遊休農地の再生に向けて活動しており、この活動が継続されることで、より多くの住民が地域の自然に対して関心を示し、そし
て、十湖池等での活動でつながった住民の交流の輪がさらに拡大されると思われる。
・今後は、十湖池のさらなるPRに努め、イベント開催日だけでなく、笠井地区のオアシスとなるよう、多くの方が訪れる憩いの場ともなるこ
とを期待する。

区協議会

事業費 総事業費 補助金額304,000

　    □ 終了 ■ 現状

合　　計

今後の方向性 　　□ 事業内容の見直し（　　縮小　　・　　拡大　・　　その他 　）

円

14 点

円 152,000

4 5

4

助成事業　1 



【平成24年度　地域力向上事業】

事業名

　※事業実施上の課題・改善点など

　※上記「今後の方向性」が「事業内容の見直し」の場合は、その詳細も記入。

助成事業　№２
所属名 区振興課

現　状 実施中

団体名

高齢者の地域活動への参加促進 -小池町「古地図」の再現- 小池町自治会

事業目的

・小池町の「古地図」を再現する事業を行い、高齢者の地域活動参画を促進する。
・活動成果を地域で共有することで、コミュニティ再構築の一助とする。

対象 小池町自治会

内容

・昭和30年代頃の小池町の地図を再現し、それをもとにジオラマを作成する。
・活動発表を通じて、世代間のコミュニケーションを図る。

成果

・120人を超える高齢者（平均年齢70歳）がこの事業に参加し、月1回のグループ会に出席、昭和27年の小池町
の地図を再現した。
・現在は、その地図を基に3月下旬の完成に向けて、ジオラマを作成している途中である。
・また、これまでに3回の全体会を開催し、他のグループの進行状況等、情報交換する中で、交流を深めてい
る。

事業費 総事業費 398,000 円 補助金額 199,000 円

評価
評価点数

低い やや低い 普通 やや高い 高い

5

（２）補助事業の公益性 1 2 3 4 5

（１）東区らしさ
　　（住みよい地域づくり）

1 2

1 2 3

43

4 5

（４）補助の効果 1 2 3 4 5

（３）行政関与・
　　　　補助の必要性

今後の方向性 　    ■ 終了 　　□ 事業内容の見直し（　　縮小　　・　　拡大　・　　その他 　） □ 現状

合　　計 14 点

総合評価

・高齢者の地域活動参加を促進することであり、その手段として、古地図を再現し、その地図を基にジオラマを作成しようという趣旨であ
り、地域コミュニティづくりや生涯学習の振興に寄与する事業である。
・120人以上の高齢者が参加していることから、古地図の作成が高齢者にとって魅力的な内容であることがうかがえる。
・24年度に完成する古地図やジオラマを活用し、さらなる事業展開を計画しており、高齢者の地域活動への参加が活発となることを期待
する。

区協議会

助成事業　2 



【平成24年度　地域力向上事業】

事業名

　※事業実施上の課題・改善点など

　※上記「今後の方向性」が「事業内容の見直し」の場合は、その詳細も記入。

助成事業　№３
所属名 区振興課

現　状 実施中

団体名

簡単スローステップ運動で健康維持 いきいきNucleus

事業目的

中高年に生活習慣病予防の運動を勧めることで、医療保険と介護費用の抑制を目的とする。
生活に運動が取り入れられることで健康が維持され、また区民のコミュニティを促進する機会づくりともなる。

対象 区民　定員15人×2回（12回コース）

内容

スローステップ運動の講座を開催。
・月4回×3か月を年2回

成果

〈夏の部〉　7月4日～9月26日の水曜日の19:00～21:00に天竜公民館で開催した。
〈冬の部〉　1月5日～3月30日の土曜日の14:30～16:30に笠井公民館で開催中。
参加者：各部15人

事業費 総事業費 298,000 円 補助金額 149,000 円

評価
評価点数

低い やや低い 普通 やや高い 高い

5

（２）補助事業の公益性 1 2 3 4 5

（１）東区らしさ
　　（住みよい地域づくり）

1 2

1 2 3

43

4 5

（４）補助の効果 1 2 3 4 5

（３）行政関与・
　　　　補助の必要性

今後の方向性 　    ■ 終了 　　□ 事業内容の見直し（　　縮小　　・　　拡大　・　　その他 　） □ 現状

合　　計 13 点

総合評価

・生活習慣病予防のために効果的で継続できるスローステップ運動を始めるきっかけづくりをしたいという提案であり、健康・福祉の向上
に貢献する事業である。
・いずれの会も定員は15人であるが、それ以上の方から問い合わせがあった。
・参加者は、年齢も運動経験もさまざまであるが、ステップ運動に自分なりに精一杯、楽しく取り組んでおり、コースの後半では、体力がつ
いた等、体調の変化に気づいた参加者もいたようであり、この講座が順調に進んだと思われる。
・運動は継続していくことが大切であるので、12回の講座で学んだステップ運動を生活の中に取り入れ、継続してほしい。

区協議会

助成事業　3 



【平成24年度　地域力向上事業】

事業名

　※事業実施上の課題・改善点など

　※上記「今後の方向性」が「事業内容の見直し」の場合は、その詳細も記入。

助成事業　№４
所属名 区振興課

現　状 実施中

団体名

東区市民劇団「金原明善物語」と展示会 特定非営利活動法人　遠州率シアター

事業目的

金原明善翁の物語を舞台化して、演劇という方法で多くの方に明善翁を知っていただく。

対象 一般

内容

東区市民劇団員とサポーター（スタッフ）を公募し、約30日（週1回）の練習を経て、平成25年3月に公演を行う。
また公演にあわせて明善翁に関する資料展示や市民劇団の紹介展示を行う。

成果

・劇団員として応募した10人が毎週1回の練習に参加している。
・3月23日（土）、24日（日）に産業展示館で公演予定（全3回）である。

事業費 総事業費 2,000,000 円 補助金額 500,000 円

評価
評価点数

低い やや低い 普通 やや高い 高い

5

（２）補助事業の公益性 1 2 3 4 5

（１）東区らしさ
　　（住みよい地域づくり）

1 2

1 2 3

43

4 5

（４）補助の効果 1 2 3 4 5

（３）行政関与・
　　　　補助の必要性

今後の方向性 　    ■ 終了 　　□ 事業内容の見直し（　　縮小　　・　　拡大　・　　その他 　） □ 現状

合　　計 14 点

総合評価

・募集により集まった参加者が、地域の偉人：金原明善翁の物語を作り上げていくという内容で、文化振興や東区の特性を活かした事業
である。
・提案団体は異なるが、演劇を手法とした事業を3年実施した。うち、金原明善翁に関する物語は2年実施したこととなる。また参加者募
集にも苦慮しているようであるため、同様の事業は今年度で終了としたい。

区協議会

助成事業　4 



【平成24年度　地域力向上事業】

事業名

　※事業実施上の課題・改善点など

　※上記「今後の方向性」が「事業内容の見直し」の場合は、その詳細も記入。
総合評価

・地域の写真を後世に残していくことは重要なことであり、この事業で撮影した今の笠井地区の姿を保存しておけば、今の子供たち、そし
てさらに次の世代にとって、笠井地区の過去を振り返るときの貴重な資料となる。
・地域の諸団体の協力を得る中で、非常に多くの「今」を資料とすることができた。
・笠井には織物や市で栄えた歴史がある。今回の事業は1999年と2012年についての取り組みであったが、それ以前の資料については
既に整理されている。今後は、これまでの資料を活用してもらえるよう、さまざまな機会を捉えて、多くの方に笠井地区の移り変わりを写
真でたどってもらい、地域をよく知ってもらいたい。

区協議会

今後の方向性 　    ■ 終了 　　□ 事業内容の見直し（　　縮小　　・　　拡大　・　　その他 　） □ 現状

合　　計 15 点

4 5

（４）補助の効果 1 2 3 4 5

（３）行政関与・
　　　　補助の必要性

1 2 3

43 5

（２）補助事業の公益性 1 2 3 4 5

（１）東区らしさ
　　（住みよい地域づくり）

1 2

補助金額 266,000 円

評価
評価点数

低い やや低い 普通 やや高い 高い

事業費 総事業費 532,000 円

内容

・1999年に撮影したフィルムをCDに変換。
・2012年を撮影してCDに保存する。
・保存したデータやプリントした写真を貸し出したり、展示したりして多くの方に見ていただく。

成果

・ほぼ1年かけて、笠井地区の今を写真に収めることができた。また電子データとして保存することで、多くの方
に利用してもらうことも可能となったとともに、永久保存ができるようになった。
　　1999年の資料　　保存用ＣＤ　120枚　　プリント枚数　3,000枚
　　2012年の資料　　撮影人数　14人　　保存用ＤＶＤ　37枚　　プリント枚数　7,000枚
　　　　　　　　　　　　　 だるま市で展示会を開催した。今後も機会を作って展示会を開催していく。

事業目的

笠井中学校区の町の写真を後世に残すために、町の文化遺産、自然、公共・民間施設、行事、生活等を写真
で記録し、保存する。

対象 笠井中学校区

団体名

未来への贈り物 未来への贈り物実行委員会

助成事業　№５
所属名 区振興課

現　状 完了

助成事業　5 



【平成24年度　地域力向上事業】

事業名

　※事業実施上の課題・改善点など

　※上記「今後の方向性」が「事業内容の見直し」の場合は、その詳細も記入。
総合評価

・遊休農地でそばを栽培・収穫し、学校や養護施設、地域住民等、幅広い年代とそば打ち体験を通して交流を図るという事業内容であ
り、地域コミュニティづくりに貢献する事業である。
・今年度は台風等、天候に悩まされ、予想していた収穫量に及ばなかったようであるが、児童や住民、各種団体との交流という目的は達
せられた。「食」は人と人の交流の糸口として適している。今後は、そば打ちで築いたつながりをさらに太く強くしてほしい。

区協議会

今後の方向性 　    □ 終了 　　□ 事業内容の見直し（　　縮小　　・　　拡大　・　　その他 　） ■ 現状

合　　計 15 点

4 5

（４）補助の効果 1 2 3 4 5

（３）行政関与・
　　　　補助の必要性

1 2 3

43 5

（２）補助事業の公益性 1 2 3 4 5

（１）東区らしさ
　　（住みよい地域づくり）

1 2

補助金額 268,000 円

評価
評価点数

低い やや低い 普通 やや高い 高い

事業費 総事業費 536,000 円

内容

・そばの栽培、収穫
・そば打ち体験会の実施
　　（学校や高齢者施設、公民館等で実施）

成果

・2月4日に中ノ町小学校の児童（4年生、約70人）と、13日に天竜公民館で地域住民（53人）とのそば打ち体験
を実施した。今後、3月中旬に東高校で実施する予定。
・種まきを東高校の生徒の協力を得て実施しており、またそば打ちについては、佐久間町の団体から指導して
いただいており、交流の輪が広がっている。

事業目的

遊休農地を利用してそばを栽培することで、耕作放棄地になるのを防ぐとともに、収穫したそばでそば打ち体験
会を実施し、学校や高齢者施設等、各種団体との交流を図る。

対象 区民

団体名

遊休農地を利用してそば作りで地域の活性化 地域の食の自給率を上げる会

助成事業　№６
所属名 区振興課

現　状 実施中

助成事業　6 



【平成24年度　地域力向上事業】

事業名

　※事業実施上の課題・改善点など

　※上記「今後の方向性」が「事業内容の見直し」の場合は、その詳細も記入。
総合評価

・煙火大会を中心に、東区を主とした少年団によるサッカー大会や東区の老人会による輪投げ大会、グラウンドゴルフ大会等を開催す
る、東区の市民レベルの一大イベントとして定着してきている。
・地域力向上事業助成事業としてこれまで3回実施しているため、来年度は内容をバージョンアップさせていくことが求められる。

区協議会

今後の方向性 　    □ 終了 　　■ 事業内容の見直し（　　縮小　　・　　拡大　・　　その他 　） □ 現状

合　　計 17 点

4 5

（４）補助の効果 1 2 3 4 5

（３）行政関与・
　　　　補助の必要性

1 2 3

43 5

（２）補助事業の公益性 1 2 3 4 5

（１）東区らしさ
　　（住みよい地域づくり）

1 2

補助金額 1,500,000 円

評価
評価点数

低い やや低い 普通 やや高い 高い

事業費 総事業費 12,678,769 円

内容

成果

・天候の影響で、当初の日程を延期した事業もあったが、すべて実施した。
・特にグラウンドゴルフ大会については、参加希望の声が多くあったことから、会場を昨年度より広げ、参加者
を増やした。
・実施にあたっては、準備や運営、片付けに地元の多くの住民、特に若者が参加し、無事に運営できた。地域
の住民が力を合わせて実施する事業であり、地域コミュニティ作りに貢献できた。

事業目的

・地域の夏の風物詩としての煙火大会に、よさこい踊り、スポーツ大会等を組み合わせ、地域の一大イベントと
して定着・発展させる。
・地域の親睦を図り、明るく住みよい地域づくりを行う。
・次世代を担う若者の発掘を進める。

対象 区民及び来訪者

団体名

中野町煙火大会2012 中野町煙火大会実行委員会

助成事業　№７
所属名 区振興課

現　状 完了

内容 日 会場 参　加

 グラウンドゴルフ大会 8月2日 天竜川河川敷  6チーム　84人

 輪投げ大会 8月3日 天竜公民館  7チーム　84人

 よさこい踊り 8月18日 天竜川河川敷  若者有志

 煙火大会 8月18日 天竜川河川敷  観客　約4万人

 少年少女サッカーフェスティバル 11月25日 中ノ町小学校  4チーム　100人

助成事業　7 



【平成24年度　地域力向上事業】

事業名

　※事業実施上の課題・改善点など

　※上記「今後の方向性」が「事業内容の見直し」の場合は、その詳細も記入。
総合評価

・姫街道全域を対象とした姫街道検定の実施と、東区の中野町から三方原一里塚に関する講演会・姫街道ウォーク・姫街道展からなる
姫街道フォーラムを実施する内容であり、東区の地域資源を活用した文化振興事業である。
・いにしえに多くの人々が行き交った姫街道を通じて、他地域の住民と市民レベルでの交流が広がっていくことを期待する。

区協議会

今後の方向性 　    ■ 終了 　　□ 事業内容の見直し（　　縮小　　・　　拡大　・　　その他 　） □ 現状

合　　計 14 点

4 5

（４）補助の効果 1 2 3 4 5

（３）行政関与・
　　　　補助の必要性

1 2 3

43 5

（２）補助事業の公益性 1 2 3 4 5

（１）東区らしさ
　　（住みよい地域づくり）

1 2

補助金額 295,000 円

評価
評価点数

低い やや低い 普通 やや高い 高い

事業費 総事業費 590,000 円

内容

・姫街道検定の実施
　　姫街道全域から100問出題。
・姫街道フォーラムの開催
　　講座・講演会、東区姫街道ウォーク、姫街道展

成果

・7月20日～1月10日にかけて、姫街道検定を実施した。
　　応募人数131人　　満点22人
　　　※検定用紙は5,000枚用意したが、不足し、HPや増刷で対応した。
・姫街道フォーラムを天竜公民館で、1月19日・26日、2月2日に開催。
　　　1月19日　講演会　（参加者：62人）
　　　1月26日　まちづくりの事例発表　（参加者：57人）
　　　2月　2日　姫街道ウォーク：安間起点～追分一里塚間　約8ｋｍ　（参加者：23人）

事業目的

・浜松市の姫街道の東入口から三方原追分の姫街道を探る。
・姫街道検定を通じて、歴史と文化の姫街道を次の世代に伝える。
・姫街道フォーラムを開催し、歴史の道の文化と魅力を伝える。

対象 一般

団体名

姫街道検定と姫街道フォーラムin市野宿 姫街道連絡協議会　姫街道未来塾

助成事業　№８
所属名 区振興課

現　状 実施中

助成事業　8 



【平成24年度　地域力向上事業】

事業名

　※事業実施上の課題・改善点など

　※上記「今後の方向性」が「事業内容の見直し」の場合は、その詳細も記入。
総合評価

・現ヤマハ発動機ラグビー部の清宮監督の講演会を開催し、スポーツ指導者等に体育・徳育に対するスポーツの役割、スポーツの大切
さを再認識してもらおうという内容であり、スポーツ振興につながる事業である。
・スポーツ指導者等が講演内容を踏まえて子どもたちに接し、講演を通じて感じたことを伝えることでコミュニケーションも生まれるため、
講演内容が子どもたちにも波及していってこそ、この事業の効果が得られる。

区協議会

今後の方向性 　    ■ 終了 　　□ 事業内容の見直し（　　縮小　　・　　拡大　・　　その他 　） □ 現状

合　　計 14 点

4 5

（４）補助の効果 1 2 3 4 5

（３）行政関与・
　　　　補助の必要性

1 2 3

43 5

（２）補助事業の公益性 1 2 3 4 5

（１）東区らしさ
　　（住みよい地域づくり）

1 2

補助金額 100,000 円

評価
評価点数

低い やや低い 普通 やや高い 高い

事業費 総事業費 201,700 円

内容

清宮克幸氏の講演会を開催。

成果

・7月20日に浜松市総合産業展示館北館１号ホールで講演会を開催し、来場者は210人であった。
・ラグビーを通じて出会った様々な人々とのエピソードを交え、スポーツの持つ力を熱く語りかけてくれ、参加者
からはなかなか聞く機会のない話に「感動した」「日本人の良さを再認識した」等の感想があった。

事業目的

早稲田大学ラグビー部監督5年間で3度全国大会優勝、2度準優勝された現ヤマハ発動機ラグビー部監督、清
宮克幸氏の講演会を、東区のスポーツ指導者等を対象に開催し、区民の体育、徳育に対するスポーツの役
割、スポーツの大切さ等を再認識する機会とする。

対象 区民

団体名

～人と人　心ふれあう　東区～
清宮克幸氏「スポーツの役割」講演会

東区区民のスポーツを考える会

助成事業　№９
所属名 区振興課

現　状 完了

助成事業　9 



【平成24年度　地域力向上事業】

事業名

　※事業実施上の課題・改善点など

　※上記「今後の方向性」が「事業内容の見直し」の場合は、その詳細も記入。
総合評価

・大船渡市と交流し、地域防災の強化に役立てるとともに、復興支援もしようという　内容であり、地域コミュニティづくり、安全安心な地域
づくりに関する事業である。
・地域の方々の協力により事業を実施し、絆が強まること、地域防災力の向上につながることを期待する。また、復興にはまだまだ時間
がかかる。今回のイベントをきっかけとして、大船渡市との交流が継続・発展することを期待する。

区協議会

今後の方向性 　    □ 終了 　　□事業内容の見直し（　　縮小　　・　　拡大　・　　その他　　） ■ 現状

合　　計 16 点

4 5

（４）補助の効果 1 2 3 4 5

（３）行政関与・
　　　　補助の必要性

1 2 3

43 5

（２）補助事業の公益性 1 2 3 4 5

（１）東区らしさ
　　（住みよい地域づくり）

1 2

補助金額 360,000 円

評価
評価点数

低い やや低い 普通 やや高い 高い

事業費 総事業費 768,678 円

内容

・防災講座・写真展示　　　家具転倒防止等の防災グッズ、東日本大震災の被災写真を展示したり、大船渡の
　　　　　　　　　　　　　　　中学生による被災体験の報告会を開催した。また芸術家：山内清司さんによる「祈り」
　　　　　　　　　　　　　　　「絆」をテーマとしたアートショーを実施。
・大船渡市復興支援（大船渡さんまの炭火焼などの無料配布等）

成果

・10月24日に実施した。
・当日は約3,000人の来場者があり、大盛況であった。また事業実施にあたり、180名程度の地元住民がボラン
ティアスタッフとして参加し、住民同士のつながりが築けた。
・大船渡第一中学校と中郡中学校との橋渡しができ、交流が始まった。

事業目的

東日本大震災の被災地である大船渡市と交流することで、地域防災力の強化に生かす。あわせて、大船渡市
の復興支援イベントを行う。この事業を多くの地域の方々の協力により運営することで、地域の絆の強化にも
つながる。

対象 区民及び来訪者

団体名

大船渡市から学ぶ地域防災と大船渡市応援イベントの開催 大船渡応援イベント委員会

助成事業　№１０
所属名 区振興課

現　状 完了

助成事業　10 



【平成24年度　地域力向上事業】

事業名

　※事業実施上の課題・改善点など

　※上記「今後の方向性」が「事業内容の見直し」の場合は、その詳細も記入。
総合評価

・約400年の歴史をもつ有玉地域文化の流鏑馬行事を再現し、継承していくことは文化振興事業であり、地域コミュニティづくりにもつなが
る事業である。
・地域力向上事業助成事業としてこれまでに3回実施しているため、来年度は内容をバージョンアップさせていくことが求められる。

区協議会

今後の方向性 　    □ 終了 　　■ 事業内容の見直し（　　縮小　　・　　拡大　・　　その他 　） □ 現状

合　　計 15 点

4 5

（４）補助の効果 1 2 3 4 5

（３）行政関与・
　　　　補助の必要性

1 2 3

43 5

（２）補助事業の公益性 1 2 3 4 5

（１）東区らしさ
　　（住みよい地域づくり）

1 2

評価
評価点数

低い やや低い 普通 やや高い 高い

成果

10月7日に開催した。
三頭の馬を用いる元来の実施形態を復活させ、若衆三人が、一番の矢から三番の矢を的に向かって交互に
射って勝敗を競った。有玉地区に伝わるこの流鏑馬行事は、徳川家康ゆかりの行事で、約400年にわたり伝え
られている貴重な伝統文化である。この事業を実施したことで、伝統文化の継承だけでなく、地域住民のコミュ
ニティづくりにも貢献できた。参加者は約2,000人。

事業費 総事業費 357,200 円 補助金額 175,000 円

事業目的

約400年の歴史を持つ流鏑馬行事を実施し、伝統文化を多くの方に知ってもらう。また、地域の伝統文化を次
代を担う若者、子どもたちに継承する。

対象 区民及び来訪者

完了

団体名

有玉伝統文化継承事業（流鏑馬） 有玉伝統文化継承事業流鏑馬実行委員会

内容

流鏑馬行事の実施。

助成事業　№１１
所属名 区振興課

現　状

助成事業　11 



【平成24年度　地域力向上事業】

　※事業実施上の課題・改善点など

  ※上記「今後の方向性」が「事業内容の見直し」の場合は、その詳細も記入。
総合評価

事業が継続して5回実施されてきたことにより、事業自体の認知度や関係機関（学校、関係団体等）との連携が深まってきている。
事業の認知度をさらに向上させ、俳句を軸とした地域活性化を図るために、広報や運営体制の強化を図ると共に、事業の質を高め、参加者
の満足度を上げる必要がある。
そのために、広報活動を強化するため専用ホームページを開設する。また、教育をはじめ医療や福祉分野などにおける俳句の活用法を紹
介することで、幅広い層に対する俳句の広がりをねらう。

区協議会

今後の方向性 　    □ 終了 　　■ 事業内容の見直し（　　縮小　　・　　拡大　・　　その他 　） □ 現状

合　　計 18 点

4 5

（４）経済性
　　　　（費用対効果）

1 2 3 4 5

（３）事業の効果 1 2 3

43 5

（２）事業の公益性 1 2 3 4 5

（１）東区らしさ
（地域課題・地域資源）

1 2

評価
評価点数

低い やや低い 普通 やや高い 高い

成果

・第５回「十湖賞」俳句大会の投句者数6,559人、投句数17,172句
・東区内小中高校俳句講座　H24.6/20～10/2　延べ21日
　（13小学校、41クラス、1,316人・6中学校、27クラス、868人、2高校・2クラス、22人）を開催した。
・俳句啓発イベント「俳句はおもしろい！」（H24.7/29（日）、静岡文化芸術大学、入場者数：357人）を開催した。
・句碑めぐりツアー（H24.9/29（日）、東区内句碑めぐり、参加者36人）を開催した。
・表彰式とミニ講演会（高柳氏）の開催（H25.2/10（日）、浜松市総合産業展示館北館1号ホール）
　俳句大会は、前回を上回る投句者数並びに投句数になった。また、区内の全小中高校で俳句の出前講座を開催
　し、俳句文化の裾野を広げるとともに、子どもたちが郷土を学ぶ良い機会となった。講座の講師には、市内俳句
　愛好家を活用することで、地域の絆づくりに貢献した。

事業費 決算額または執行見込み額 2,495,694 円

対象 市内小中学生、県内高校生、一般の部は全国を対象。

内容

東区俳句の里づくり実行委員会の運営
第5回「十湖賞」俳句大会の開催
東区内小・中・高等学校俳句講座の開催
句碑めぐりツアーの開催
俳句啓発イベント「俳句はおもしろい！」の開催

区企画事業　№１
所属名 区振興課

現　状 実施中

事業名

東区俳句の里づくり事業

事業目的

区を「俳句の里」と位置づけて、「十湖賞」俳句大会事業及び市内小・中学校、県内の高校への俳句啓発活動によ
り、歴史と文化の香るまちづくりを推進するとともに、全国に東区を発信する。

区企画事業　1 



【平成24年度　地域力向上事業】

　※事業実施上の課題・改善点など

  ※上記「今後の方向性」が「事業内容の見直し」の場合は、その詳細も記入。
総合評価

節電が叫ばれる中、グリーンカーテンを実施する家庭や事業所も増えてきており、これまで実施してきた事業が定着し、区民に浸透してきて
いる。
区庁舎ではプランターの配置や植え方を工夫をすることで、例年以上のグリーンカーテンとなった。来年も継続して実施していく。

区協議会

今後の方向性 　    □ 終了 　　■ 事業内容の見直し（　　縮小　　・　　拡大　・　　その他 　） □ 現状

合　　計 13 点

4 5

（４）経済性
　　　　（費用対効果）

1 2 3 4 5

（３）事業の効果 1 2 3

43 5

（２）事業の公益性 1 2 3 4 5

（１）東区らしさ
（地域課題・地域資源）

1 2

評価
評価点数

低い やや低い 普通 やや高い 高い

事業費 決算額または執行見込み額 299,800 円

内容

〈区役所〉
・庁舎南壁面にグリーンカーテンを設置。
・区民を対象に、設置方法や育て方の講習会を開催。
〈竜西荘及び公民館〉
・グリーンカーテンの資材（苗及び土）を竜西荘、公民館に提供し、施設利用者や地域の方の協力を得て設置・育
成。

成果

区役所と多くの施設で実施したこと、新たに講習会を開催したことで、東区民の関心を高め環境意識向上に成果を
上げた。

・東区役所庁舎ではプランターの並びや植え方に工夫をするなど葉の密度が濃いグリーンカーテンが設置でき、遮
熱効果があった。（5月5日～10月7日）
・グリーンカーテン講習会　（開催日）5月27日　　（講師）緑のカーテン応援団　渡邊修一氏　（参加者）　区民13人
・老人福祉センター竜西荘、天竜公民館、笠井公民館、蒲公民館、長上公民館では、6月の台風4号の影響でほとん
どの苗が枯れてしまったが、独自に植え替えを行って生育させたところもあった。

事業目的

東区役所庁舎や区内施設にグリーンカーテンを設置することにより、夏季における事務室等の気温上昇の抑制と、
来庁者等を通じて区民の環境意識の啓発を図る。

対象 東区役所庁舎、老人福祉センター竜西荘、天竜・笠井・蒲・長上公民館

現　状 完了

事業名

グリーンカーテン普及啓発事業

区企画事業　№２
所属名 区振興課

区企画事業　2 



【平成24年度　地域力向上事業】

　※事業実施上の課題・改善点など

  ※上記「今後の方向性」が「事業内容の見直し」の場合は、その詳細も記入。
総合評価

啓発活動においては、一定の評価が出来るものの、目に見える事業効果が把握できない。特に、高齢者に対して自治会や老人クラブに対
する啓発を強化しているが、区内の高齢者に対して、十分ではないと考える。
今後は、浜松東警察署等の関係団体と連携しながら、啓発活動の実施方法について、検討・改善する必要がある。
東区における交通事故件数の増減は、社会状況に影響されるものであり、また、即効性のある事業はないが、水際で防ぐため、あらゆる年
代に対する啓発活動を実施する中で、交通弱者である子どもと高齢者に対して、啓発活動を強化していく。また、自転車の交通事故を防ぐ
ため、中高生を対象とした啓発活動の充実が必要である。

区協議会

今後の方向性 　    □ 終了 　　■ 事業内容の見直し（　　縮小　　・　　拡大　・　　その他 　） □ 現状

合　　計 17 点

4 5

（４）経済性
　　　　（費用対効果）

1 2 3 4 5

（３）事業の効果 1 2 3

43 5

（２）事業の公益性 1 2 3 4 5

（１）東区らしさ
（地域課題・地域資源）

1 2

評価
評価点数

低い やや低い 普通 やや高い 高い

事業費 決算額または執行見込み額 3,038,000 円

内容

交通安全サポーターズ倶楽部加入者への反射材・マグネットステッカーの配布
交通安全フェアの開催
コンビニ・スーパーマーケットなど商業施設におけるポスター掲出や店内放送による啓発活動

成果

○サポーターズ倶楽部　新規加入者数　　　　4,731人　（平成25年1月末現在）
○交通安全フェア　　　　 開催日：平成24年12月14日　　開催場所：イオンモール浜松市野
                          　　　 開催内容：交通安全教室、与進幼稚園による交通安全宣言、音楽イベントなど
　　　　　　　　　　　　　　　 のべ観客数：400名
○商業施設における啓発活動　　依頼施設：セブンイレブン　区内21店舗、遠鉄ストア区内3店舗、
                                              　　　  　　　イオンモール浜松市野、イトーヨーカド浜松宮竹店
○高齢者緊急交通安全対策：自治会、民生委員、老人クラブなどにおける反射材および啓発チラシの配付を実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成25年2月より）　　反射材：7,000セット　　啓発チラシ：10,000枚

事業目的

交通事故多発区として、交通事故件数の増加に歯止めをかけるため、住民の交通安全に対する意識の高揚を図
り、安全・安心な地域の形成を目指す。

対象 東区内市民

現　状 実施中

事業名

東区交通安全声かけ運動

区企画事業　№３
所属名 区振興課

区企画事業　3 



【平成24年度　地域力向上事業】

　※事業実施上の課題・改善点など

  ※上記「今後の方向性」が「事業内容の見直し」の場合は、その詳細も記入。
総合評価

区内の食品を取り扱う大型店舗と協働で取り組むことで、老若男女幅広く一般市民に健康づくりの普及啓発を実施することができた。
また、健康づくりに関心の低い市民に対しても、イベントという形で身近で気軽に伝達することができたため、健康度の底上げを図るのにも
効果的であったと思う。
生活習慣病予防の対策のためにも、広く市民に対し健康づくりに関心をもってもらい健康度の向上が図られるよう、限られた予算と人工の
中で魅力的な取り組みが実施できるよう店舗等と協働で引き続き実施していきたい。

区協議会

今後の方向性 　    □ 終了 　　■ 事業内容の見直し（　　縮小　　・　　拡大　・　　その他 　） □ 現状

合　　計 16 点

4 5

（４）経済性
　　　　（費用対効果）

1 2 3 4 5

（３）事業の効果 1 2 3

43 5

（２）事業の公益性 1 2 3 4 5

（１）東区らしさ
（地域課題・地域資源）

1 2

評価
評価点数

低い やや低い 普通 やや高い 高い

事業費 決算額または執行見込み額 258,632 円

内容

区内の食品を取り扱う3店舗（マックスバリュ浜松和田店・イオン浜松市野店・イトーヨーカドー浜松宮竹店）において
イベントを実施した。
具体的内容は下記のとおりである。
①健康スタンプラリー　　 　 ②野菜350ｇを当てようクイズ
③子どもむけ野菜クイズ  　④血圧測定や健康クイズ
⑤歯科クイズ　　　　　　　     ⑥食育ポスター優秀作品提示
⑦食育ミニレシピの配布とＰＯＰの提示      ⑧アンケート調査

成果

　店舗と協働で健康づくり情報を発信することができた。一般市民にも広く健康保持増進や生活習慣病予防につい
て効果的に啓発できた。健康度が向上することで地域に活力が生まれ、その結果、医療費の抑制につながる一助
となったと考えられる。

【マックスバリュ浜松和田店】　　6月16日（土）　延人数　535人
【イオン浜松市野店】　　　　　　　6月23日（土）　延人数　1,138人
【イトーヨーカドー浜松宮竹店】　6月27日（水）　延人数　311人

事業目的

区内の食品関連事業者と協働で幅広い年齢層へ健康情報の発信し、食生活、口腔衛生、運動といった生活習慣が
大切であることを、区民が楽しみながら健康づくりの情報を得る機会とする。

対象 一般市民

現　状 完了

事業名

健康力アップ　in　東区

区企画事業　№４
所属名 健康づくり課

区企画事業　4 



【平成24年度　地域力向上事業】

　※事業実施上の課題・改善点など

  ※上記「今後の方向性」が「事業内容の見直し」の場合は、その詳細も記入。
総合評価

・東区の地域資源を活用した事業であり、来年も劇団たんぽぽの協力を得る中で事業を実施したい。
・演目の関係から東区内での公演可能な施設が公民館附設体育館に限定されてしまう。
・幅広い世代の方に観劇してもらうためのPR方法等の検討が必要である。

区協議会

今後の方向性 　    □ 終了 　　■ 事業内容の見直し（　　縮小　　・　　拡大　・　　その他 　） □ 現状

合　　計 16 点

4 5

（４）経済性
　　　　（費用対効果）

1 2 3 4 5

（３）事業の効果 1 2 3

43 5

（２）事業の公益性 1 2 3 4 5

（１）東区らしさ
（地域課題・地域資源）

1 2

評価
評価点数

低い やや低い 普通 やや高い 高い

事業費 決算額または執行見込み額 978,255 円

内容

劇団たんぽぽの演劇公演を開催した。
演目：ズッコケ妖怪大図鑑
日程：平成24年10月14日（日）　午前10時30分～、午後1時30分～の2回公演
会場：天竜公民館附設体育館

成果

来場者：午前10時30分の部　211人　　午後1時30分の部　197人
各300人の募集人員を満たさなかったが、子ども専用観劇ゾーンや高齢者等を対象にしたイス席などを本年度設
置。来場者は楽しんで観劇でき、共有の話題また感動を与えられることができた。
アンケートの実施及び結果（参加家族１枚　回答数　147）
来年の公演希望　　　やった方がいい 139　やらない方がいい 0　　わからない 8
（意見）　　・劇団たんぽぽを観るのは自分が小学生の時以来でした。我が子と観られる機会をつくっていただいて
　　　　　　　　うれしかった。
　　　　　　　・昔から歴史ある浜松の文化劇団を大切にしてほしい。

事業目的

東区に本拠地をおく「劇団たんぽぽ」の生の演劇を鑑賞することは、文化振興に役立つことはもちろん、年長児・小
学生とその家族及び高齢者を主な対象者とすることにより、演劇を通して子どもたちの情操教育と高齢者とのふれ
あいの場となるため。

対象 東区区民を中心とした浜松市民全般

現　状 完了

事業名

劇団たんぽぽ演劇公演

区企画事業　№５
所属名 区民生活課

区企画事業　5 



【平成24年度　地域力向上事業】

　※事業実施上の課題・改善点など

  ※上記「今後の方向性」が「事業内容の見直し」の場合は、その詳細も記入。
総合評価

平成20年度から「地域福祉講演会事業」として実施してきた。
次年度以降においても、事業目的達成のため「本事業」と「地域福祉に携わる関係諸機関とのネットワークの強化」は必要であるため、地域
福祉活動を学び区内の地域福祉の充実をめざして本事業を活用したい。
今後も地域住民の多くの参加を目指し、地域における身近な課題をテーマとするなど、行政の関わりを含め検討していきたい。

区協議会

今後の方向性 　    □ 終了 　　■ 事業内容の見直し（　　縮小　　・　　拡大　・　　その他 　） □ 現状

合　　計 15 点

4 5

（４）経済性
　　　　（費用対効果）

1 2 3 4 5

（３）事業の効果 1 2 3

43 5

（２）事業の公益性 1 2 3 4 5

（１）東区らしさ
（地域課題・地域資源）

1 2

評価
評価点数

低い やや低い 普通 やや高い 高い

事業費 決算額または執行見込み額 280,000 円

内容

「子育てにやさしいコミュニティ作り」をテーマに、保育園長の講師による講演会を開催

成果

子育て中の親子、地区社協関係者、民生委員児童委員、一般市民などの参加により、身近な地域でできる子育て
支援や子どもの成長を支える地域づくりなどを学び携わる関係者や関係機関の連携が強まった。
開催日：平成24年12月15日（土）午後1時20分～午後3時30分
会場：浜松市総合産業展示館北館　4階　1号ホール
参加者：216名

事業目的

昨今、核家族や少子化の進行により、家庭や地域における子育て機能の低下が懸念され、子どもや子育て家庭を
社会全体で支援していくことが必要になってきています。地域住民同士のつながりや関係機関・団体との連携して、
身近な地域でできる子育て支援や子どもの成長を支える地域づくりのために、講演会を開催し、地域全体で考える
機会を提供するとともに、関係機関が集まり、問題を共有できるネットワークづくりにも役立たせる。

対象 子育て中の親子、地区社協関係者、民生委員児童委員、一般市民　等

現　状 完了

事業名

東区地域福祉講演会

区企画事業　№６
所属名 社会福祉課

区企画事業　6 



【平成24年度　地域力向上事業】

　※事業実施上の課題・改善点など

  ※上記「今後の方向性」が「事業内容の見直し」の場合は、その詳細も記入。

□ 現状

総合評価

市民ロビーでの展示企画については、本庁・区役所各課および地域力向上事業等による市民からの依頼も多く、また、選挙等による使用も
あり、会場を確保することが難しくなってきているが、今後は、区民からの発意による展示や広報はままつ東区ページとの連携等、実施方法
について検討していきたい。

今後の方向性 　    ■ 終了 　　□ 事業内容の見直し（　　縮小　　・　　拡大　・　　その他 　）

合　　計 18 点

評価
評価点数

低い やや低い 普通 やや高い 高い

事業費 決算額または執行見込み額 176,316 円

内容

市民ホールで区内の資源と人を紹介する展示会を実施した
・7月17日～7月31日
　東区笠井町在住の静岡県技能マイスターである鈴木眞司さんの、昭和44年5月に内閣総理大臣表彰を受賞され
た作品「かげろう」(建具)をはじめとした作品の展示
・12月18日～12月28日
　東区天王町在住の鈴木正一さんの「はままつ笠井織」の、ものづくり紹介展示

成果

東区内の大変貴重であるが、まだあまり知られていない人的・物的地域資源を広く市民の方々に紹介することがで
きた。

事業目的

東区には「自然や風景」「歴史や文化」「農林水産物」「工業製品」など多くの地域資源があり、これに取り組む人が
いる。これを地域の宝物とし「見つけだし」て「見せる（魅せる）」ことを目的とする。

対象 来庁舎等一般

5

（３）事業の効果

（４）経済性
　　　　（費用対効果）

3 4

1

1 2

4 5

2 3

2 3

4 5

3 4 5（１）東区らしさ
（地域課題・地域資源）

1 2

（２）事業の公益性 1

区協議会

区企画事業　№７
所属名 区民生活課

事業名

区民ギャラリー事業

現　状 完了

区企画事業　7 



【平成24年度　地域力向上事業】

　※事業実施上の課題・改善点など

  ※上記「今後の方向性」が「事業内容の見直し」の場合は、その詳細も記入。

今後の方向性 　    □ 終了 　　■ 事業内容の見直し（　　縮小　　・　　拡大　・　　その他 　） □ 現状

総合評価

駐車場の花壇に色とりどりの花々が咲き、明るい雰囲気となった。来庁者にも喜んでいただけたと思われる。
長上花の会との協働により、一年を通じて花壇を美しく管理できたことは、今後につなげていきたい。

区協議会

合　　計 13 点

5

（４）経済性
　　　　（費用対効果）

1 2 3 4 5

（３）事業の効果 1 2 3

43

4

5

（２）事業の公益性 1 2 3 4 5

（１）東区らしさ
（地域課題・地域資源）

1 2

評価
評価点数

低い やや低い 普通 やや高い 高い

成果

区役所南側駐車場中央の花壇に季節の花が絶えることなく咲き、区役所の景観向上に役立った。

・協力をお願いした「長上花の会」から会員約10名の方が参加し植栽を行った。また、雑草取りなどの手入れも毎月
協力いただいた。
　　　1回目　5月27日　午前　マリーゴールド、アゲラタム、サルビア等　1,000株
　　　2回目　12月8日　午後　　パンジー、ノースポール等1,000株

事業費 決算額または執行見込み額 180,075 円

対象 一般

内容

ボランティアの協力を得て、区役所敷地内の花壇に、花の苗を植栽。

区役所花いっぱい事業

事業目的

区役所の花壇に花を植える事業を実施して、区役所の景観を整えることで、区民が立ち寄りやすい区役所、心なご
む区役所にする。

現　状 実施中

事業名

区企画事業　№８
所属名 区振興課

区企画事業　8 



【平成24年度　地域力向上事業】

　※事業実施上の課題・改善点など

  ※上記「今後の方向性」が「事業内容の見直し」の場合は、その詳細も記入。

合　　計 16 点

今後の方向性 　    □ 終了 　　■ 事業内容の見直し（　　縮小　　・　　拡大　・　　その他 　） □ 現状

1

（１）東区らしさ
（地域課題・地域資源）

5

（４）経済性
　　　　（費用対効果）

1 2 3 4 5

（３）事業の効果

（２）事業の公益性 1 2 3

普通

2 3

5

4 5

事業費 決算額または執行見込み額 600,000 円

内容

第4回東区長杯キンボール大会の開催　…　2月17日開催
キンボール教室の開催　…　出前講座を含めて1月までに8回開催し、約350人の参加
キンボール審判講習会の開催　…　4回開催し、約170人の参加
キンボール紹介コーナーを設置　…　9月末から10月にかけて2週間、市民ロビーにて開催、約50人の参加

成果

ルールの統一と審判技術の向上をめざして、今年度初めて、キンボール協会に講師を依頼し、指導者講習会を開
催し、普及活動の人材を育成した。29名が指導者認定を受け、今後の活躍が期待できる。
・キンボール大会参加チーム数　41チーム（H23年度は38チーム）

事業目的

東区全域で楽しめるスポーツ大会を開催することで、軽スポーツの普及と相互の親睦を深め、体力と健康の増進を
図る。またスポーツを通じて区民の一体感を深めることを目的とする。また、区外との交流も積極的に行い、区民の
生活環境の向上を目指す。

対象 小学生以上のチーム単位（小学生低学年の部、男女別小学生高学年の部、一般男女混成の部）

第4回東区長杯キンボール大会実施事業

区協議会

低い

総合評価

区内はもとより、区外へのキンボールの普及が図られ、東区のキンボール大会が広く浸透されつつある。

やや高い 高い

1 2 3

やや低い

区企画事業　№９
所属名 区民生活課

現　状 実施中

事業名

4

4

評価
評価点数

区企画事業　9 



【平成24年度　地域力向上事業】

　※事業実施上の課題・改善点など

  ※上記「今後の方向性」が「事業内容の見直し」の場合は、その詳細も記入。
総合評価

東区内の事業者を紹介する事業として、地域産業の活性化につながる事業である。
事業内容については、展示時期や展示内容、展示場所などを再検討するとともに、伝統産業や地域特産などを取り上げることで事業効果
を高めることが出来る。

12 点

区協議会

今後の方向性 　    ■ 終了 　　□ 事業内容の見直し（　　縮小　　・　　拡大　・　　その他 　） □ 現状

合　　計

4 5

（３）事業の効果 1

（４）経済性
　　　　（費用対効果）

1 2 3

2 3

4 5

4 5

4 5

（２）事業の公益性 1 2 3

（１）東区らしさ
（地域課題・地域資源）

1 2 3

評価
評価点数

低い やや低い 普通 やや高い 高い

事業費 決算額または執行見込み額 100,000 円

内容

・鈴鹿8時間耐久ロードレースに参加したレース車体に使用されている部品のうち、市内、特に東区で製造等されて
いる部品の展示を説明する。
・学生などが鈴鹿8時間耐久レースへの参加を通して感じた「ものづくり」への思いを写真やコメント等で伝える。
・バイクに施されている安全対策を展示し、速さの追求だけではない工夫を紹介する。

成果

「鈴鹿8耐」は、完走率3割という難易度。大企業の支えもない環境ながら、高い技術力でマシンの耐久性を高め、8
時間193周の長丁場を完走した。
主要なパーツやタイヤは市内の中小企業から集めた。展示したマシンや部品の数々は手で触れることができ、レー
スに関わったメカニックや工場の技術をうかがうことができた。「ものづくりのまち」「バイクのまち浜松」をＰＲできた。
展示期間：8月3日～19日　　　会場：東区役所市民ホール　　　来場者：約390人

事業目的

「ものづくりのまち浜松」の技術の高さをPRし、多くの方に再認識してもらうことが、浜松の技術を誇りに思うことにつ
ながる。またその思いが「ものづくりのまち浜松」の次の世代を担う若者の育成につながっていく。

対象 一般市民

現　状 完了

事業名

技術の継承「バイクに見るものづくりのまち浜松」

区企画事業　№１０
所属名 区振興課

区企画事業　10 



【平成24年度　地域力向上事業】

　※事業実施上の課題・改善点など

  ※上記「今後の方向性」が「事業内容の見直し」の場合は、その詳細も記入。
総合評価

・アンケート調査を実施していないため、次回はアンケート調査を実施し参加者のニーズを知る必要がある。
・対象者として地域の子どもたちも含まれていたが参加が少なかった。子どもたちが主体となるような工夫が必要だった。日ごろから地域の
保育園・幼稚園と連携をしていく必要がある。
・地域には食育ボランティアも活動していることから、ボランティアが協働で事業を企画することができると会の活性化や地域の活性化につ
ながると考えられる。来年度は民間との協働による実施を検討していきたい。

区協議会

今後の方向性 　    ■ 終了 　　□ 事業内容の見直し（　　縮小　　・　　拡大　・　　その他 　） □ 現状

合　　計 15 点

4 5

（４）経済性
　　　　（費用対効果）

1 2 3 4 5

（３）事業の効果 1 2 3

43 5

（２）事業の公益性 1 2 3 4 5

（１）東区らしさ
（地域課題・地域資源）

1 2

評価
評価点数

低い やや低い 普通 やや高い 高い

事業費 決算額または執行見込み額 190,000 円

内容

・発表団体による演奏（スコップ三味線、ハンドベル、トーンチャイム、歌体操など）。
・参加者と楽しめる童謡や懐メロなどの発表。

成果

・開催日：10月21日（日）　　会場：浜松市総合産業展示館北館1号ホール　　参加人数：160名（子ども5名）
・行楽日和と各地でのイベント満載の中、ボランティアによる口コミの参加が多かった。
・発表団体が楽しく生き生きと発表する姿が見られ、「次回に向けてもっと練習して、さらに上を目指したいね」と前向
きな声が聞かれた。また、来場者のコメントでは、「舞台と会場が一体化してとても楽しかった。」「皆さんの元気なパ
ワーに圧倒された。」という声が聞かれた。また、「各地区のボランティアさんの活躍が見れてよかった。」と、ヘルス
ボランティアの活動周知によい機会となった。
・東区内で初めてヘルスボランティアによるコンサートを開催し、仲間意識や絆が生まれ、「次回も東区住民を対象
に何か事業を企画したい」と、会の活性化につながった。

事業目的

地域で活動しているヘルスボランティアの活動成果を発表するコンサートを開催し、幅広い年代の方にヘルスボラン
ティアの活動を知ってもらうことで、新たな参加者を増やし各会の活性化を図る機会とする。

対象 東区住民

現　状 完了

事業名

歌と音と人をつなぐコンサート　東区版

区企画事業　№１１
所属名 健康づくり課

区企画事業　11 



【平成24年度　地域力向上事業】

　※事業実施上の課題・改善点など

  ※上記「今後の方向性」が「事業内容の見直し」の場合は、その詳細も記入。
総合評価

今回の事業を実施したことで、地域に家康公ゆかりの里というキーワードでのまちづくりの機運が高められたと思われる。実際に、今年度か
ら地域では民間事業者の方が主催する家康公にまつわる講座等の開催が行われた。
今後は、そういった民間事業者との連携や地域住民をさらに巻き込んだ事業を展開、家康公ゆかりの里というテーマをさらに強調したまち
づくりを行って生きたいと思う。
今回設置する資源解説板を活用した事業や小中学生への啓発などへも展開していく必要がある。

低い やや低い 普通

事業目的

やや高い 高い

事業費

区協議会

3（１）東区らしさ
（地域課題・地域資源）

1 2

評価
評価点数

今後の方向性 　    □ 終了 　　■ 事業内容の見直し（　　縮小　　・　　拡大　・　　その他 　） □ 現状

合　　計 18 点

4 5

（３）事業の効果

（４）経済性
　　　　（費用対効果）

1 2 3

1 2

5

4 5

4

43 5

（２）事業の公益性 1 2 3

円

内容

歴史講演会の開催（11月21日（水）　19:00～）
まちづくりワークショップの開催（10月2日、11月6日、12月4日、1月8日、2月5日、3月5日）
鈴木家を中心としたまち歩き（3月24日予定）
資源解説板の設置（7基、3月設置予定）
出世の街ののぼり旗の掲揚

成果

歴史講演会は、東区の歴史・文化を地域資源として活用して展開してきた実績に賛同していただいた著名な先生を
低予算で依頼することができ、入場者数500名を超える方々に聴講いただけた。
まちづくりワークショップでは、参加者は少人数であるが、地域の歴史に大変詳しい方やまちづくりに関心をお持ち
の方の参加を得られた。
鈴木家を中心としたまち歩き・資源解説板の設置については未実施ではあるが、ワークショップの中でまち歩きコー
スの作成、確認、下見を行い、資源解説板についても、掲載の原案を作成し、設置場所の神社・仏閣等の所有者、
責任者の方々との調整を行った。その際には、ワークショップ参加者の協力もあり、スムーズに調整ができた。
企業と連携し、「ごんげんさま」弁当を開発し、市長にも好評を得ている。

決算額または執行見込み額 1,780,000

「出世の街・浜松」のシンボルである浜松城や天竜区の二俣城（信康ゆかりの地）、北区の井の国（井伊直政公のふ
るさと）と連携を取って事業を展開。
今年度は、鈴木家を中心とした積志地区において、市民協働による家康公ゆかりの地域資源を掘り起こすことによ
り、地域の活性化を図り、全国にＰＲできる「出世の街・浜松」の一翼を担うことを目的とする。

対象 一般

現　状 実施中

事業名

「東区・家康公ゆかりの里」推進事業

区企画事業　№１２
所属名 区民生活課

区企画事業　12 



【平成24年度　地域力向上事業】

　※事業実施上の課題・改善点など

  ※上記「今後の方向性」が「事業内容の見直し」の場合は、その詳細も記入。
総合評価

点

区協議会

今後の方向性 　    □ 終了 　　□ 事業内容の見直し（　　縮小　　・　　拡大　・　　その他 　） □ 現状

合　　計

5

（４）経済性
　　　　（費用対効果）

1 2 3 4 5

（３）事業の効果 1 2 3

43

4

5

（２）事業の公益性 1 2 3 4 5

（１）東区らしさ
（地域課題・地域資源）

1 2

評価
評価点数

低い やや低い 普通 やや高い 高い

事業費 決算額または執行見込み額 577,000 円

内容

防災情報チラシの作成
防災広報ブースの設置（区役所）
街頭キャンペーンの実施　　　開催日：3月5・6日　　会場：イオンモール浜松市野

成果

事業目的

「災害を知る」ための広報活動を実施し、災害についての知識を深めてもらう。また、今後、各家庭に配布される「区
版避難行動計画」の活用促進を図るＰＲ活動を実施し、計画が各家庭で効果的に活用され、災害に備えるとともに
命を守る態勢づくりに役立たせる。

対象 一般

現　状 未実施

事業名

東区防災対策アクションプラン

区企画事業　№１３
所属名 区振興課

今回は入力不要です。

区企画事業　13 



【平成24年度　地域力向上事業】

　※事業実施上の課題・改善点など

  ※上記「今後の方向性」が「事業内容の見直し」の場合は、その詳細も記入。
総合評価

区協議会

今後の方向性 　    □ 終了 　　□ 事業内容の見直し（　　縮小　　・　　拡大　・　　その他 　） □ 現状

合　　計 点

4 5

（４）経済性
　　　　（費用対効果）

1 2 3 4 5

（３）事業の効果 1 2 3

43 5

（２）事業の公益性 1 2 3 4 5

（１）東区らしさ
（地域課題・地域資源）

1 2

評価
評価点数

低い やや低い 普通 やや高い 高い

事業費 決算額または執行見込み額 900,000 円

内容

浜松城や家康公ゆかりの地、東海道、姫街道等を日本を代表する若手俳人が訪れ、句を詠んで、「俳人の視点」か
ら東区を紹介する観光PR冊子の作成・発行。

成果

事業目的

東区の地域資源を「出世」「街道」「俳句」という視点から見つめた観光ＰＲ冊子を作成・配布し、俳句の里づくり事業
や歴史街道文化振興事業などにより蓄積した地域資源を有効に活用し、東区の魅力を広く周知する。

対象 一般

所属名 区振興課

現　状 未実施

事業名

浜松市東区観光PR冊子「東の細道」作成事業

区企画事業　№１４

今回は入力不要です。

区企画事業　14 



【平成24年度　地域力向上事業】

　※事業実施上の課題・改善点など

  ※上記「今後の方向性」が「事業内容の見直し」の場合は、その詳細も記入。
総合評価

区協議会

今後の方向性 　    □ 終了 　　□ 事業内容の見直し（　　縮小　　・　　拡大　・　　その他 　） □ 現状

合　　計 点

4 5

4 5
（４）経済性
　　　　（費用対効果）

1 2 3

（３）事業の効果 1 2 3

（１）東区らしさ
（地域課題・地域資源）

1 2

（２）事業の公益性 1 2

543

4 53

事業費 決算額または執行見込み額 240,000 円

評価
評価点数

低い やや低い 普通 やや高い 高い

内容

市民ホールで特定健診の結果分析、東区の健康特徴を掲示する。パネル展示、パンフレット配布、DVDにて生活習
慣病の予防を啓発する。特定健診とがん検診の受診の勧奨をする。（女性の健康コーナーも併設）
展示期間：3月4日～8日

成果

事業目的

市の国保の医療費や健診結果の分析を区民に知ってもらい、特定健診・がん検診の受診率アップと、生活習慣病
予防の取り組みの機会とする。
3月1日～8日の「女性の健康週間」に併せて、女性の健康に関するコーナーを併設し、女性の健康について知って
もらう機会とする。

対象 一般

現　状 未実施

事業名

生活習慣病予防のための健康展

区企画事業　№１５
所属名 健康づくり課

今回は入力不要です。

区企画事業　15 



平成２４年度「市民への約束」評価月間アンケート　全体集計結果

50代

不明 1,356

1,374

60代 1,573

70以上 1,626

30代 1,981

40代 1,690

10代 357

20代 841

663

不明 26

年
代
別

679

北区

平均点 4.41

区
役
所
別

本庁
その他

5,546

中区 1,469

東区 324

西区

937 3,011

3,338 5,841

57

31

190

250

4.41

-

6,523 10,596 4.50

55%

73,958

100%

40,857

4.42

51 65 1,150 3,310 5,705 10,281 4.42

83 1,127

10,6843,573 5,703

10,456

4.39

47 83 1,010 3,336 6,060 10,536 4.45

40 1,337

10,673 4.39

1,351 4,099 5,205 10,732

5,820

平均点

4.34

0
該当なし

10

３
ふつう

４
満足

５
大変満足

回答
総件数

27

２
不満

10,798

男

女
性
別

3,523

5,452

1,823不明

50

日本語

英語

ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ
語

493

南区 1,035

天竜区

563

浜北区

言
語
別

10,689

21

88

5

回答率

334 508

0% 1%

1,091

-

合計人数

65

67

60

418

135

１
大変不満

11% 33%

8,217 24,042

31

51 122 1,305 3,375

4

質問事項

窓口や待合場所・通路など施
設は、整理整頓されていまし
たか？

1

2

4.34

6

7

訪問に早く気づき、笑顔で明
るいあいさつでしたか？

服装や頭髪など身だしなみ
は、公務にふさわしいもので
したか？

お客様の用件に速やかに対応
していましたか？

お客様の状況に柔軟に対応し
ていましたか？

わかりやすく納得できる説明
でしたか？

親切でていねいな応対でした
か？

3

4.37

-

回答総数

4.40

4.37

4.37

4.45

前年度
平均点

4.30

4.33

 2



平成２４年度「市民への約束」評価月間アンケート　全体集計結果（外国人）

１
大変不満

8% 13%

62 97

12

0 5 13

2

4

合計人数

5

5

0

1

0

0

5

26 7

3% 1%

－

21

88

回答率

お客様の状況に柔軟に対応し
ていましたか？

日本語

英語

ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ
語

言
語
別

回答総数 109

男

女
性
別

39

46

24不明

77 107

平均点質問事項
３

ふつう
４

満足
５

大変満足
回答

総件数
２

不満

0 4.56

3 2 7 17 79 108 4.55

11 17

4.50

3 2 11 13 78 107 4.50

0 12

81

10914 79

106 4.54

4 2 9 11 81 107 4.52

1 7

4.54

1不明

-

85 108 4.60

74%

752

100%

平均点 4.54

区
役
所
別

50

5

9

2

22

0

19

年
代
別

本庁
その他

中区

東区

西区

南区

北区

浜北区

天竜区

30代 41

40代 23

10代 2

20代 15

9

60代 2

70以上 0

50代

不明 17

1

-

0
該当なし

0

0

0

1

560

1
窓口や待合場所・通路など施
設は、整理整頓されていまし
たか？

2
訪問に早く気づき、笑顔で明
るいあいさつでしたか？

3
服装や頭髪など身だしなみ
は、公務にふさわしいもので
したか？

4
お客様の用件に速やかに対応
していましたか？

6
わかりやすく納得できる説明
でしたか？

7
親切でていねいな応対でした
か？

前年度
平均点

4.50

4.44

4.50

4.47

-

4.31

4.46

4.49

4.59



平成２４年度「市民への約束」評価月間アンケート　部局・区別結果

回答 前年度

総数 平均点

危機管理監 1 4.00 5.00 5.00 5.00 4.00 5.00 5.00 4.71 -

企画調整部 21 4.48 4.43 4.43 4.19 4.05 4.10 4.52 4.31 4.22

総務部 2 4.50 4.50 4.50 4.50 4.50 4.50 4.50 4.50 4.39

財務部 56 4.27 4.40 4.35 4.41 4.46 4.46 4.57 4.42 4.20

市民部 1,721 4.30 4.23 4.30 4.37 4.31 4.28 4.38 4.31 4.30

健康福祉部 428 4.20 4.25 4.35 4.39 4.39 4.41 4.42 4.34 4.48

こども家庭部 169 4.34 4.57 4.58 4.59 4.55 4.48 4.59 4.53 4.59

環境部 82 4.34 4.59 4.46 4.56 4.56 4.56 4.62 4.53 4.56

産業部 436 4.42 4.53 4.54 4.56 4.56 4.54 4.67 4.55 4.19

都市整備部 504 4.17 4.26 4.25 4.34 4.30 4.29 4.42 4.29 4.40

土木部 247 4.39 4.52 4.49 4.56 4.56 4.56 4.63 4.53 4.26

新エネルギー推進本部 18 4.50 4.67 4.56 4.56 4.61 4.56 4.56 4.57 -

会計管理者 1 5.00 5.00 5.00 5.00 5.00 5.00 5.00 5.00 4.50

消防局 129 4.60 4.57 4.72 4.67 4.64 4.65 4.74 4.66 4.49

上下水道部 240 4.48 4.60 4.56 4.67 4.62 4.65 4.67 4.61 4.46

学校教育部 1,478 4.43 4.53 4.52 4.53 4.49 4.47 4.58 4.51 4.52

選挙管理委員会 0 - - - - - - - - -

人事委員会 0 - - - - - - - - -

監査事務局 0 - - - - - - - - -

農業委員会 12 4.33 4.42 4.33 4.50 4.50 4.50 4.58 4.45 4.60

議会事務局 1 5.00 5.00 5.00 5.00 5.00 5.00 5.00 5.00 4.10

中　区 1,469 4.31 4.37 4.36 4.43 4.42 4.43 4.50 4.40 4.33

東　区 324 4.53 4.49 4.56 4.55 4.55 4.61 4.67 4.57 4.43

西　区 493 4.38 4.41 4.35 4.40 4.39 4.38 4.49 4.40 4.24

南　区 1,035 4.35 4.38 4.41 4.47 4.42 4.44 4.52 4.42 4.38

北　区 563 4.34 4.40 4.37 4.46 4.41 4.42 4.48 4.41 4.30

浜北区 679 4.22 4.25 4.20 4.27 4.19 4.23 4.29 4.24 4.33

天竜区 663 4.40 4.44 4.38 4.52 4.50 4.48 4.54 4.46 4.41

不　明 26 3.44 3.10 3.35 3.28 3.06 3.06 3.39 3.24 3.05

全体 10,798 4.34 4.39 4.39 4.45 4.42 4.42 4.50 4.41 4.37

部名 平均点整理整頓 あいさつ 身だしなみ 時間 柔軟 説明 親切

 3



平成２４年度「市民への約束」評価月間アンケート　平均評価点（性別年代別）

【年代別】

回答総数 整理整頓 あいさつ 身だしなみ 時間 柔軟 説明 親切 平均点

357 4.37 4.31 4.47 4.45 4.43 4.39 4.56 4.43

841 4.48 4.48 4.55 4.57 4.57 4.58 4.65 4.56

1,981 4.40 4.44 4.48 4.49 4.46 4.47 4.56 4.47

1,690 4.38 4.46 4.46 4.50 4.48 4.46 4.55 4.47

1,374 4.28 4.34 4.33 4.42 4.36 4.36 4.46 4.37

1,573 4.29 4.32 4.30 4.39 4.35 4.36 4.43 4.35

1,626 4.39 4.44 4.38 4.46 4.42 4.42 4.50 4.43

1,356 4.19 4.22 4.26 4.34 4.29 4.28 4.34 4.28

【男女年代別】

性別 年代別 回答総数 整理整頓 あいさつ 身だしなみ 時間 柔軟 説明 親切 平均点

10代 131 4.40 4.32 4.48 4.46 4.46 4.45 4.53 4.44

20代 289 4.52 4.49 4.52 4.59 4.56 4.59 4.66 4.56

30代 598 4.44 4.49 4.55 4.54 4.53 4.51 4.60 4.52

男 40代 667 4.44 4.55 4.53 4.57 4.54 4.54 4.62 4.54

50代 598 4.35 4.40 4.39 4.49 4.41 4.41 4.52 4.42

60代 677 4.31 4.35 4.32 4.41 4.37 4.37 4.46 4.37

70代以上 548 4.36 4.39 4.30 4.42 4.38 4.36 4.46 4.38

計 3,508 4.41 4.43 4.44 4.50 4.46 4.46 4.55 4.46

10代 221 4.35 4.32 4.46 4.45 4.42 4.35 4.58 4.42

20代 529 4.45 4.48 4.57 4.56 4.57 4.58 4.64 4.55

30代 1,322 4.39 4.43 4.45 4.47 4.43 4.46 4.55 4.45

女 40代 933 4.32 4.39 4.40 4.44 4.42 4.39 4.50 4.41

50代 698 4.23 4.27 4.27 4.37 4.32 4.31 4.41 4.31

60代 766 4.27 4.31 4.30 4.39 4.36 4.36 4.42 4.35

70代以上 932 4.41 4.48 4.43 4.50 4.47 4.46 4.53 4.47

計 5,401 4.35 4.38 4.41 4.45 4.43 4.42 4.52 4.42

1,889性別・年代不明

年代別

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

不　明



【区役所別】

所属 回答総数 整理整頓 あいさつ 身だしなみ 時間 柔軟 説明 親切 平均点

本庁・その他 5,546 4.35 4.40 4.42 4.47 4.43 4.42 4.51 4.43

中　区 1,469 4.31 4.37 4.36 4.43 4.42 4.43 4.50 4.40

東　区 324 4.53 4.49 4.56 4.55 4.55 4.61 4.67 4.57

西　区 493 4.38 4.41 4.35 4.40 4.39 4.38 4.49 4.40

南　区 1,035 4.35 4.38 4.41 4.47 4.42 4.44 4.52 4.42

北　区 563 4.34 4.40 4.37 4.46 4.41 4.42 4.48 4.41

浜北区 679 4.22 4.25 4.20 4.27 4.19 4.23 4.29 4.24

天竜区 663 4.40 4.44 4.38 4.52 4.50 4.48 4.54 4.46

不　明 26 3.44 3.10 3.35 3.28 3.06 3.06 3.39 3.24

【年代別】

年代別 回答総数 整理整頓 あいさつ 身だしなみ 時間 柔軟 説明 親切 平均点

１０代 357 4.37 4.31 4.47 4.45 4.43 4.39 4.56 4.43

２０代 841 4.48 4.48 4.55 4.57 4.57 4.58 4.65 4.56

３０代 1,981 4.40 4.44 4.48 4.49 4.46 4.47 4.56 4.47

４０代 1,690 4.38 4.46 4.46 4.50 4.48 4.46 4.55 4.47

５０代 1,374 4.28 4.34 4.33 4.42 4.36 4.36 4.46 4.37

６０代 1,573 4.29 4.32 4.30 4.39 4.35 4.36 4.43 4.35

７０代以上 1,626 4.39 4.44 4.38 4.46 4.42 4.42 4.50 4.43

不　明 1,356 4.19 4.22 4.26 4.34 4.29 4.28 4.34 4.28



事 務 連 絡 

平成 25 年 2 月 28 日 

 
東区協議会 委員の皆様 

 
東区協議会事務局（区振興課）  
課長 瀧井 智行   

 
平成 24 年度第 3 回区協議会会長会議への意見について（依頼） 

 
日頃は、区協議会の運営に格別のご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

さて、「平成 24 年度第 3 回区協議会会長会議」が下記のとおり開催されます。 

今回の会長会議では、「平成 24 年度の区協議会活動を振り返って」と「協働センタ

ー・ふれあいセンターに期待すること」をテーマに、協議会会長相互による意見交換

を行います。 

この会議に向けて、東区協議会委員の皆様から意見をいただき、事務局で取りまと

め、別紙「意見交換票」を提出させていただきます。 

つきましては、お忙しいところ誠に恐縮ですが、別紙「意見交換票」にご記入いた

だき、３月５日（火）までに事務局（区振興課）までご提出いただきますようお願い

いたします。 

 なお、取りまとめました「意見交換票」は、出席される委員にお渡しして、会長会

議でご発言いただきます。 
記 

 

１ 日 時 平成 25 年 3 月 15 日(金) 15：00～16：30（予定） 

２ 場 所 南区役所 大会議室 

３ 内 容 ・意見交換 

テーマ：①平成 24 年度の区協議会活動を振り返って 

  ②協働センター・ふれあいセンターに期待すること 

 ４ 出席者 会長職務代理（副会長） 堀内秀哲 
 
 
 

≪事務局≫ 

浜松市 東区役所 区振興課 

担当:金山 

℡053-424-0115／Fax053-424-0131 

E-Mail e-shinko@city.hamamatsu.shizuoka.jp 



平成 24 年度 第 3 回区協議会会長会議 意見交換票 

テーマ 
① 平成 24 年度の区協議会活動を振り返って 

② 協働センター・ふれあいセンターに期待すること 

区  

① 平成 24 年度の区協議会活動を振り返って 

【1 年間の活動の成果】 

② 協働センター・ふれあいセンターに期待すること 

内 容 

【その他（自由記入）】 

注）項目や枠等は必要に応じて追加拡大してください。 

  必要に応じて、資料を添付していただいても結構です。 

※3月 6日(水)までに、市民協働・地域政策課へご提出ください。 

作成例は次ページ 



平成 24 年度 第３回区協議会会長会議 意見交換票 

テーマ 
① 平成 24 年度の区協議会活動を振り返って 

② 協働センター・ふれあいセンターに期待すること 

区 ○○区 

① 平成 24 年度の区協議会活動を振り返って 

【1 年間の活動の成果】 

・ 年度当初に比べ、女性委員からも積極的に発言が出るようになった。 

・ 一部の委員に発言が偏りがちだったが、徐々に多くの委員が発言してくれる

ようになった。 

・ 地域課題についてグループ分けをして検討した結果、○○について方針が決

まった。 

・ 地域の懸案事項について区協議会で協議した結果、○○という結論に至った。

 

② 協働センター・ふれあいセンターに期待すること 

・ 地域づくりの拠点として、地域で活動する団体に積極的に関わってほしい。

・ 住民主体の地域づくりの先進事例など、情報提供を期待する。 

・ センターに配置される職員には、地域の課題をよく知ってもらいたい。 

・ センターに配置される職員には、区協議会を傍聴してほしい。 

内 容 

【その他（自由記入）】 

・ ○○について、参考に他区の状況を聞きたい。 

・ ○○について課題が残ったことが反省点である。 

注）項目や枠等は必要に応じて追加拡大してください。 

  必要に応じて、資料を添付していただいても結構です。 

 

※3月 6日(水)までに、市民協働・地域政策課へご提出ください。 

作成例 



協働センター・ふれあいセンターについて 

 
 平成 25 年 4 月から、市内の公民館等を「協働センター」及び「ふれあいセン

ター」に再編します。 

 
○協働センターの基本的な役割 

1. 地域づくりの拠点としての役割 

  まちづくり活動支援、情報提供・情報交換の推進、地域課題解決に向けた

取り組み、地域団体のネットワーク化支援等 

2. 生涯学習の拠点としての役割（従来の公民館業務） 

3. 窓口サービスを提供する役割（現在市民サービスセンターが併設されている

施設に限る） 

 
○ふれあいセンターの基本的な役割 

1. 生涯学習の拠点としての役割（従来の公民館業務） 

2. 窓口サービスを提供する役割（現在市民サービスセンターが併設されている

施設に限る） 

 
 
 協働センターには、コミュニティ担当職員を配置し、地域のみなさまの地域

活動のサポートを行います。また、地域で活動する団体の打ち合わせ等にご利

用いただける市民協働スペースを設置します。 



区出先機関（公民館等）の再編

協働センター

公民館等 市民SC
東部公民館 東部SC 東部協働センター
富塚公民館 富塚SC 富塚協働センター
高台公民館 高台SC 高台協働センター
西部公民館 － 西部協働センター
佐鳴台公民館 佐鳴台SC 佐鳴台協働センター
北部公民館 － 北部協働センター
県居公民館 県居SC 県居協働センター
南部公民館 － 南部協働センター
中部公民館 － 中部協働センター
曳馬公民館 曳馬SC 曳馬協働センター
蒲公民館 蒲SC 蒲協働センター
天竜公民館 天竜SC 天竜協働センター
長上公民館 長上SC 長上協働センター
笠井公民館 笠井SC 笠井協働センター
積志公民館 積志SC 積志協働センター
神久呂公民館 神久呂SC 神久呂協働センター
入野公民館 入野SC 入野協働センター
伊佐見公民館 伊佐見SC 伊佐見協働センター
和地公民館 和地SC 和地協働センター
庄内公民館 庄内SC 庄内協働センター
篠原公民館 篠原SC 篠原協働センター
南陽公民館 南陽SC 南陽協働センター
五島公民館 五島SC 五島協働センター
白脇公民館 白脇SC 白脇協働センター
新津公民館 新津SC 新津協働センター
可美公民館 － 可美協働センター
三方原公民館 三方原SC 三方原協働センター
都田公民館 都田SC 都田協働センター
三ヶ日公民館 － 三ヶ日協働センター
北浜南部公民館 北浜南部SC 北浜南部協働センター
浜名公民館 浜名SC 浜名協働センター
中瀬公民館 中瀬SC 中瀬協働センター
麁玉公民館 麁玉SC 麁玉協働センター

天竜区 二俣公民館 － 二俣協働センター

ふれあいセンター

公民館等 市民SC
熊公民館（くま熊愛館） 熊ＳＣ 熊ふれあいセンター
上阿多古公民館 上阿多古SC 上阿多古ふれあいセンター
下阿多古公民館（きずな館）下阿多古SC 下阿多古ふれあいセンター
光明公民館 － 光明ふれあいセンター
竜川ふれあいセンター 竜川SC 竜川ふれあいセンター
佐久間浦川公民館 浦川SC 浦川ふれあいセンター
佐久間基幹集落センター 城西SC 城西ふれあいセンター
山香活動センター 山香SC 山香ふれあいセンター

再編後

浜北区

天竜区

中区

区
再編前

東区

西区

南区

北区

区
再編前

再編後


